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東アジア経済統合の
現状と展望

―日・中・韓・アセアンの視点
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「
東
ア
ジ
ア
経
済
統
合
の
現
状
と
展
望
　

　
　
〜
日
・
中
・
韓
・
ア
セ
ア
ン
の
視
点
」

　
日
本
の
経
済
界
に
お
い
て
は
、ア
セ
ア
ン
お
よ
び
日
本
・
中
国
・
韓
国（
ア
セ
ア
ン
＋
３
）を
核
と
す
る「
東
ア
ジ
ア
経
済
統
合
」

へ
の
関
心
と
期
待
が
、近
年
大
き
な
高
ま
り
を
み
せ
て
い
る
。そ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
て
経
済
広
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、ア
セ
ア

ン・
中
国
・
韓
国
か
ら
第
一
線
で
活
躍
す
る
経
済
研
究
者
八
名
を
日
本
に
招
聘
し
、日
本
側
か
ら
も
専
門
家
二
名
を
迎
え
て
、二

〇
〇
五
年
三
月
一
日
に
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。浦
田
秀
次
郎
　
早
稲
田
大
学
教
授
が「
東
ア
ジ
ア
の
経
済
統
合
と
日

本
の
役
割
」と
題
す
る
基
調
講
演
を
行
い
、そ
の
後
各
国
の
研
究
者
が
、「
ア
セ
ア
ン
か
ら
見
た
日
本
・
中
国
・
韓
国
」「
日
本
・
中

国
・
韓
国
か
ら
見
た
ア
セ
ア
ン
」を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
展
開
し
た
。

　
基
調
講
演
で
は
、自
由
貿
易
協
定（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）な
ど
に
よ
る
経
済
統
合
の
現
状
が
示
さ
れ
、そ
の
上
で
幾
つ
か
の
課
題
と
そ
の

対
策
が
提
起
さ
れ
た
。「
ア
セ
ア
ン
か
ら
見
た
日
本
・
中
国
・
韓
国
」に
お
い
て
は
、ア
セ
ア
ン
側
か
ら
、統
合
に
向
け
た
日
中
韓
の

役
割
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
た
。し
か
し
一
方
で
、躍
進
著
し
い
中
国
に
対
す
る「
脅
威
論
」が
い
ま
だ
払
拭
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
意
見
も
聞
か
れ
た
。「
日
本
・
中
国
・
韓
国
か
ら
見
た
ア
セ
ア
ン
」に
お
い
て
は
、日
中
韓
の
研
究
者
か
ら
、

こ
れ
ま
で
地
域
統
合
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
と
っ
て
き
た
ア
セ
ア
ン
に「
ハ
ブ
」の
役
割
を
期
待
す
る
意
見
が
示
さ
れ
た
。同
時
に
、

統
合
を
め
ぐ
る
ア
セ
ア
ン
内
部
の
温
度
差
を
指
摘
す
る
意
見
も
相
次
い
だ
。

　
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
じ
て
、統
合
に
対
す
る
各
国
の
見
方
が
必
ず
し
も
一
様
で
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。最
後
に

浦
田
教
授
は
、「
共
通
認
識
の
形
成
に
向
け
て
、各
国
の
さ
ら
な
る
行
動
と
対
話
が
不
可
欠
」と
締
め
く
く
っ
た
。来
場
者
は
、

約
一
五
〇
名
を
数
え
た
。

　
こ
の
小
冊
子
は
、本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
模
様
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
　
時
　
　
二
〇
〇
五
年
三
月
一
日（
火
）

　
　
　
　
　
一
三
時
〇
〇
分
〜
一
七
時
四
五
分

場
　
所
　
　
経
団
連
会
館
　
国
際
会
議
場

講
演
者
　
　
次
頁
参
照

「東アジア経済統合の現状と展望―日・中・韓・アセアンの視点」
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【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

主
催
者
挨
拶
　
立
石 

信
雄
　

経
済
広
報
セ
ン
タ
ー
　
副
会
長（
オ
ム
ロ
ン
相
談
役
）

第
一
セ
ッ
シ
ョ
ン
　

   

基
調
講
演
「
東
ア
ジ
ア
の
経
済
統
合
と
日
本
の
　
　
　

　
　
　
　
　
　 
浦
田
　

秀
次
郎
　
早
稲
田
大
学
社
会
科
学
部

                      
教
授

  

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー  

Ｋ
・
ケ
サ
バ
パ
ニ
ー（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）

                         

東
南
ア
ジ
ア
研
究
所(

Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｓ)

所
長

  

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー  

趙
　
晋
平（
中
国
）

                         

中
国
国
務
院
発
展
研
究
セ
ン
タ
ー
　

                         

対
外
経
済
研
究
部
副
部
長

  

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー  

李
　
昌
在（
韓
国
）

                         

韓
国
対
外
経
済
政
策
研
究
院（
Ｋ
Ｉ
Ｅ
Ｐ
）　
首
席

                         

研
究
員

  

モ
デ
レ
ー
タ
ー
　 

林
　
正
　
経
済
広
報
セ
ン
タ
ー

                         

常
務
理
事
・
事
務
局
長

第
二
セ
ッ
シ
ョ
ン

  

「
ア
セ
ア
ン
か
ら
見
た
日
本
・
中
国
・
韓
国
」

　
パ
ネ
リ
ス
ト
　
　
マ
イ
ケ
ル
・
ヨ
ー（
マ
レ
ー
シ
ア
）

　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ジ
ア
戦
略
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
研
究
所

　
　
　
　
　
　
　
　（
Ａ
Ｓ
Ｌ
Ｉ
）Ｃ
Ｅ
Ｏ

　
パ
ネ
リ
ス
ト
　
　
サ
イ
モ
ン
・
テ
イ（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）

　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
際
問
題
研
究
所（
Ｓ
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
Ａ
）所
長

　
パ
ネ
リ
ス
ト
　
　
ス
テ
ィ
パ
ン
・
チ
ラ
テ
ィ
ワ
ッ
ト（
タ
イ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
　
経
済
研
究
セ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ー
・
国
際
経
済
セ
ン
タ
ー
所
長

　
パ
ネ
リ
ス
ト
　
　
ハ
デ
ィ
・
ソ
エ
サ
ス
ト
ロ（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）

　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
際
戦
略
問
題
研
究
所

　
　
　
　
　
　
　
　（
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ Indonesia

）エ
グ
ゼ
ク
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
ィ
ブ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

　
パ
ネ
リ
ス
ト
　
　
マ
リ
オ
・
ラ
ン
ベ
ル
ト（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）

　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ィ
リ
ピ
ン
開
発
研
究
所
所
長

　
モ
デ
レ
ー
タ
ー
　
河
合
　
正
弘 

東
京
大
学
社
会
科
学
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
所
教
授

　

「東アジア経済統合の現状と展望―日・中・韓・アセアンの視点」

第
三
セ
ッ
シ
ョ
ン

「
日
本
・
中
国
・
韓
国
か
ら
見
た
ア
セ
ア
ン
」

　
パ
ネ
リ
ス
ト
　
　
　
趙
　
晋
平（
中
国
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
国
国
務
院
発
展
研
究
セ
ン
タ
ー
対
外
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
済
研
究
部
副
部
長

　
パ
ネ
リ
ス
ト
　
　
　
河
合
正
弘
　
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
授

　
パ
ネ
リ
ス
ト
　
　
　
李
　
昌
在（
韓
国
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
韓
国
対
外
経
済
政
策
研
究
院（
Ｋ
Ｉ
Ｅ
Ｐ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
首
席
研
究
員

　
モ
デ
レ
ー
タ
ー
　
　
Ｋ
・
ケ
サ
バ
パ
ニ
ー（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
研
究
所(

Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｓ)

所
長

「東アジア経済統合の現状と展望―日・中・韓・アセアンの視点」

【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加
者
略
歴
】（
順
不
同
・
敬
称
略
）

浦
田 

秀
次
郎（S

hujiro

　U
rata 

）

　
早
稲
田
大
学
　
社
会
科
学
部
　
教
授

　
一
九
七
三
年
慶
應
義
塾
大
学
経
済
学
部
卒
業
。七
七
年
ス
タ
ン
フ
ォ
ー

ド
大
学
経
済
学
部
大
学
院
に
て
修
士
号
、七
八
年
同
大
学
院
に
て
博
士

号
を
取
得
。

　
七
八
年
―
八
一
年
ブ
ル
ッ
キ
ン
グ
ズ
研
究
所
研
究
員
、八
一
年
―
八
六
年

世
界
銀
行
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
。八
六
年
早
稲
田
大
学
社
会
科
学
部
専
任
講
師

に
就
任
。八
八
年
同
大
学
助
教
授
を
経
て
、九
四
年
よ
り
現
職
。そ
の
他
、

日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
主
任
研
究
員
、経
済
産
業
研
究
所
フ
ァ
カ
ル
テ

ィ
ー
・フ
ェロ
ー
を
併
任
。あ
わ
せ
て
、九
五
年
―
九
九
年
経
済
企
画
庁
経

済
研
究
所
客
員
主
任
研
究
員
、九
七
年
―
九
九
年
国
民
金
融
公
庫
総

合
研
究
所
所
長
を
歴
任
。

　
主
な
研
究
分
野
は
国
際
経
済
学
、開
発
経
済
学
、産
業
組
織
論
。

  

主
著
に『
ア
ジ
ア
経
済
―
リ
ス
ク
へ
の
挑
戦
』（
共
編
著
）、『
日
本
の
Ｆ
Ｔ

Ａ（
自
由
貿
易
協
定
）戦
略
』（
共
編
著
）、『
Ｆ
Ｔ
Ａ
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』、『
ア

ジ
ア
Ｆ
Ｔ
Ａ（
自
由
貿
易
協
定
）の
時
代
』（
共
編
著
）が
あ
る
。

河
合 

正
弘（M

asahiro
 K
aw
ai 

）

　
東
京
大
学
　
社
会
科
学
研
究
所
　
教
授

　
一
九
七
一
年
東
京
大
学
経
済
学
部
卒
業
。七
三
年
同
大
学
院
経
済
学

修
士
課
程
修
了
。七
八
年
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
て
経
済
学
博
士
号
を

取
得
。
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４５
「東アジア経済統合の現状と展望―日・中・韓・アセアンの視点」「東アジア経済統合の現状と展望―日・中・韓・アセアンの視点」

　
七
七
年
―
七
八
年
ブ
ル
ッ
キ
ン
グ
ズ
研
究
所
リ
サ
ー
チ
フ
ェロ
ー
、七
八
年

―
八
六
年
ジ
ョ
ン
ズ・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
経
済
学
部
助
教
授
・
准
教
授
、九

三
年
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
教
授
、九
八
年
―
二
〇
〇
一
年
世
界

銀
行
東
ア
ジ
ア
大
洋
州
地
域
チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
、〇
一
年
財
務
省
副
財

務
官
、〇
三
年
三
月
財
務
省
財
務
総
合
政
策
研
究
所
長
な
ど
を
経
て
、

〇
三
年
七
月
よ
り
現
職
。

  

主
な
研
究
分
野
は
、国
際
金
融
論
、国
際
経
済
学
、開
放
マ
ク
ロ
経
済

学
、金
融
論
。

  

主
著
に『
国
際
金
融
論
』、『
円
高
は
な
ぜ
起
こ
る
―
変
動
す
る
為
替
レ

ー
ト
と
日
本
経
済
』（
共
編
著
）、『
ア
ジ
ア
の
金
融
・
資
本
市
場
―
自
由
化

と
相
互
依
存
』（
共
編
著
）が
あ
る
。

Ｋ
・
ケ
サ
バ
パ
ニ
ー 

（K
.K
esavap

any 
）

　
東
南
ア
ジ
ア
研
究
所（
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｓ
） 

所
長【
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
】

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
外
務
省
ア
セ
ア
ン
担
当
部
長
、第
二
局（
北
米
・
欧
州
）局

長
、第
四
局（
国
際
機
関
・
第
三
世
界
）局
長
な
ど
、外
務
省
の
主
要
ポ
ス

ト
を
歴
任
し
、一
九
九
一
年
―
九
七
年
国
際
連
合
常
駐
代
表
、九
七
年
―
二

〇
〇
二
年
在
マ
レ
ー
シ
ア
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
大
使
、〇
二
年
よ
り
現
職
。

　
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
交
渉
の
最
終
局
面
に
積
極
的
に
関
与
し
、九
五

年
に
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
一
般
理
事
会
の
初
代
議
長
に
全
会
一
致
で
選
出
さ
れ
た
。ま

た
九
六
年
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
初
め
て
開
催
さ
れ
た
Ｗ
Ｔ
Ｏ
閣
僚
会
議
に

お
い
て
も
中
心
的
な
役
割
を
果
し
た
。

趙  

晋
平（Z

hao
 Jinp

ing
 

）

　
中
国
国
務
院
発
展
研
究
セ
ン
タ
ー
　
対
外
経
済
研
究
部
副
部
長【
中
国
】

　
一
九
八
二
年
山
西
大
学
数
学
科
卒
業
。八
二
年
同
大
学
経
済
学
部
助

手
お
よ
び
講
師
を
務
め
る
。八
七
年
中
国
政
府
派
遣
留
学
生
と
し
て
立

教
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
に
入
学
し
、同
大
学
院
に
て
経
済
学
修

士
号
、経
済
学
博
士
号
を
取
得
。

　
九
三
年
―
九
四
年
立
教
大
学
経
済
学
部
副
手
。九
四
年
―
九
五
年
慶

応
大
学
産
業
研
究
所
客
員
研
究
員
。九
四
年
に
半
年
間
、通
産
省
通
産

研
究
所
の
客
員
研
究
員
を
努
め
る
。九
五
年
中
国
国
務
院
発
展
研
究
セ

ン
タ
ー
に
入
所
し
、対
外
経
済
研
究
部
研
究
室
長
、マ
ク
ロ
経
済
研
究
部
副

部
長
な
ど
を
経
て
現
職
。二
〇
〇
一
年
国
務
院
の
特
別
貢
献
賞
を
受
賞
。

  

主
な
研
究
分
野
は
、国
際
経
済
、対
外
貿
易
政
策
、外
資
導
入
政
策
、マ

ク
ロ
経
済
な
ど
。著
書
、論
文
多
数
。

李 

昌
在（Lee

　C
hang

 Jae 

）

　
韓
国
対
外
経
済
政
策
研
究
院（
Ｋ
Ｉ
Ｅ
Ｐ
）　
首
席
研
究
所【
韓
国
】

　
一
九
七
七
年
パ
リ
第
一
大
学
卒
業
。七
八
年
同
大
学
大
学
院
に
て
経
済

学
修
士
号
、八
八
年
経
済
学
博
士
号
を
取
得
。

　
八
八
年
―
九
〇
年 

韓
国
国
際
民
間
経
済
審
議
会（
Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
）ソ
ビ

エ
ト
連
邦
部
会
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
。九
〇
年
よ
り
韓
国
対
外
経
済
政
策
研
究

院（
Ｋ
Ｉ
Ｅ
Ｐ
）の
地
域
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
、お
よ
び
同
・
北
東
ア
ジ
ア
経

済
共
同
体
セ
ン
タ
ー（
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
）の
首
席
研
究
員
を
務
め
る
。専
門
は

経
済
学
。

　
主
著
に『A

 N
ew

 S
trategy for N

ortheast A
sian E

conom
ic 

C
ooperation

』（
共
著
）、『R

ecent D
evelopm

ents in K
orea's 

E
xport S

tructure and P
rospects on K

orea's E
xports

』（
共
編

著
）が
あ
る
。

マ
イ
ケ
ル
・
ヨ
ー（M

ichael Y
eo
h 

）

　
ア
ジ
ア
戦
略
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
研
究
所（
Ａ
Ｓ
Ｌ
Ｉ
）　Ｃ
Ｅ
Ｏ【
マ
レ
ー

シ
ア
】

　
モ
ナ
シ
ュ
大
学
に
て
組
織
発
展
論
の
研
究
で
博
士
号
取
得
。そ
の
後
、

米
国
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
大
学
ウ
ォ
ー
ト
ン
校
お
よ
び
ハ
ー
バ
ー
ド
・ビ
ジ
ネ
ス
ス

ク
ー
ル
に
学
ぶ
。

　
一
九
八
九
年
―
九
一
年
国
家
経
済
諮
問
会
議
の
委
員
を
首
相
か
ら
任
命

さ
れ
、九
九
年
に
も
再
任
さ
れ
た
。現
在
、国
家
行
動
委
員
会
の
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
部
会
メ
ン
バ
ー
。そ
の
他
、Southern

銀
行
の

V
enture C

apital C
orporation

、SB
B

 A
sset M

anagem
ent

、SB
B

 
C

apital M
arkets

な
ど
、複
数
の
マ
レ
ー
シ
ア
企
業
の
取
締
役
を
務
め
る
。

ま
た
マ
レ
ー
シ
ア
―
英
国
ビ
ジ
ネ
ス・
カ
ウ
ン
シ
ル
と
マ
レ
ー
シ
ア
―
米
国
ビ

ジ
ネ
ス・カ
ウ
ン
シ
ル
の
専
務
理
事
、マ
レ
ー
シ
ア
―
中
国
ビ
ジ
ネ
ス・カ
ウ
ン

シ
ル
事
務
局
長
も
兼
任
し
て
い
る
。リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
経
営
、マ
レ
ー
シ
ア

政
治
に
関
す
る
著
書
多
数
。

サ
イ
モ
ン
・
テ
イ（S

im
o
n S
C
 T
ay 

）

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
際
問
題
研
究
所 (

Ｓ
Ｉ
Ｉ
Ａ)

　
所
長
【
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
】

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
立
大
学
卒
業
。ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
法
律
大
学
院
に
て
法

学
修
士
号
を
取
得
。そ
の
後
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
立
大
学
に
て
、ア
ジ
ア
に
お

け
る
環
境
問
題
・ガ
バ
ナ
ン
ス・
開
発
問
題
を
中
心
に
国
際
公
法
を
教
え

る
。一
九
八
六
年
―
九
一
年
シ
ュッ
ク･

リ
ン
＆
ボ
ク
法
律
事
務
所
弁
護
士
、九

七
年
―
二
〇
〇
一
年
任
命
国
会
議
員（
三
回
選
出
）、八
八
年
―
九
九
年
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
首
相
の
諮
問
委
員
会「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
　
」委
員
を
経
て
、現

在
、民
間
組
織
で
あ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
際
問
題
研
究
所
の
所
長
を
務
め

る
。そ
の
他
、二
〇
〇
二
年
七
月
に
、環
境
規
制
の
実
施
機
関
で
あ
る
国

立
環
境
庁
の
初
代
委
員
長
に
任
命
さ
れ
る
。ま
た
各
種
市
民
団
体
、政

府
組
織
、民
間
企
業
へ
の
参
加
の
ほ
か
、国
連
な
ど
国
際
機
関
の
専
門
委

員
を
兼
務
す
る
。

　
九
三
年
―
九
四
年
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
奨
学
生
と
し
て
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
法

律
大
学
院
に
留
学
、最
優
秀
国
際
法
論
文
に
与
え
ら
れ
る Laylin

賞
を

授
賞
。二
〇
〇
二
年
に
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
初
の
民
間
人（
非
官
僚
）と

し
て
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
フ
ェロ
ー
シ
ッ
プ
を
取
得
。〇
三
年
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
客

員
教
授
に
就
任
。

21
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ス
テ
ィ
パ
ン
・
チ
ラ
テ
ィ
ワ
ッ
ト（S

uthip
hand

 C
hirathivat 

）

 
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
・
国
際
経
済
セ
ン
タ
ー
　
所
長

【
タ
イ
】

 

一
九
七
七
年
フ
ラ
ン
ス
の
エ
ク
ス･

マ
ル
セ
イ
ユ
大
学
に
て
経
済
学
修
士
号
、

七
九
年
パ
リ
第
一
大
学
パ
ン
テ
オ
ン・ソ
ル
ボ
ン
ヌ
に
て
経
済
学
博
士
号
を
取

得
。

 

チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
国
際
経
済
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
欧
州
研
究
セ
ン
タ
ー
所

長
、カ
セ
サ
ー
ト
大
学
経
済
・
経
営
学
部
副
学
部
長
、チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン
大
学
経

済
学
部
学
部
長
な
ど
を
経
て
現
職
。農
業
大
臣
、通
商
大
臣
、大
蔵
大
臣

の
顧
問
な
ど
を
歴
任
。現
在
、外
務
大
臣
顧
問
、国
際
経
済
政
策
委
員
会

委
員
、『Journal of A

sian E
conom

ics

』誌
編
集
者
を
兼
務
。

　
主
著
に『A

S
E

A
N

-E
U

 E
conom

ic R
elations: T

he Long-term
 

P
otential beyond the R

ecent T
urm

oil

』、『A
sia-E

urope on 
the E

ve of the 21st C
entury

』が
あ
る
。

ハ
デ
ィ
・
ソ
エ
サ
ス
ト
ロ（H

ad
i S
o
esastro

 
）

 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
際
戦
略
問
題
研
究
所（
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ Ind

o
nesia

）　
エ

グ
ゼ
ク
テ
ィ
グ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
兼
シ
ニ
ア
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト【
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
】

 

米
国
ラ
ン
ド
研
究
所
大
学
院
に
て
博
士
号
を
取
得
。一
九
九
九
年
一二
月

―
二
〇
〇
〇
年
九
月
ワ
ヒ
ド
大
統
領
の
諮
問
機
関
で
あ
る
国
内
経
済
審

議
会
の
委
員
を
務
め
る
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
国
際
機
関
の
理
事
を
務
め

る
。太
平
洋
経
済
共
同
会
議（
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
）、ア
ジ
ア
太
平
洋
安
全
共
同
会

議（
Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
）、ア
ジ
ア
・ヨ
ー
ロッ
パ
共
同
会
議（
Ｃ
Ａ
Ｅ
Ｃ
）で
も
主
要

メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
躍
し
た
。

　
ま
た
、学
術
面
の
活
動
も
幅
広
く
、国
内
の
大
学
に
加
え
て
、オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
国
立
大
学
・ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
ス
ク
ー
ル（
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｓ
）や
米
国

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
る
。加
え
て
、『ASEAN

 Econom
ic 

B
ulletin

』 （
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）や『The B

ulletin of Indonesian Eco-
nom

ic Studies

』（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）と
い
っ
た
国
際
誌
の
編
集
会
議
の

メ
ン
バ
ー
を
務
め
て
い
る
。

　
主
な
研
究
分
野
は
、国
際
貿
易
、地
域
協
力
、国
際
政
治
経
済
。

　
主
要
な
論
文
にA

S
E

A
N

 F
ree T

rade A
rea: A

 C
ritical A

s-

sessm
ent

　 （「T
he Journal of E

ast A
sian A

ffairs

」）、

 A
S

E
A

N
 P

erspectives on P
referential T

rading A
rrange-

m
ents

　（「Issues@
P

E
C

C

」）が
あ
る
。

マ
リ
オ
・
ラ
ン
ベ
ル
ト（M

ario
 B
. Lam

b
erte 

）

   

フ
ィ
リ
ピ
ン
開
発
研
究
所（
Ｐ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）　
所
長【
フ
ィ
リ
ピ
ン
】

　
現
在
、フ
ィ
リ
ピ
ン
の
著
名
な
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
あ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
開
発
研

究
所（
Ｐ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）所
長
と
し
て
の
業
務
の
か
た
わ
ら
、通
貨
・
金
融
政
策
の

調
査
・
研
究
に
従
事
す
る
。ま
た
、上
院
議
会
の
銀
行
・
金
融
機
関
・
通
貨

に
関
す
る
委
員
会
の
委
員
長
で
あ
る
ラ
ウ
ル・Ｓ
・ロ
コ
上
院
議
員
の
経
済

顧
問
を
務
め
て
お
り
、二
〇
〇
〇
年
の
新
し
い
証
券
規
制
法
や
銀
行
法

を
含
め
、フ
ィ
リ
ピ
ン
の
金
融
市
場
・
為
替
市
場
の
自
由
化
に
関
す
る
政

策
の
立
案
に
携
っ
て
き
た
。

第
一
セ
ッ
シ
ョ
ン

●
浦
田
秀
次
郎
氏
に
よ
る
基
調
講
演

「
東
ア
ジ
ア
の
経
済
統
合
と
日
本
の
役
割
」

　
東
ア
ジ
ア
経
済
統
合
に
至
る
ま
で
に
は
い
く
つ
か
の
ス

テ
ッ
プ
が
あ
る
が
、そ
の一つ
が
東
ア
ジ
ア
自
由
貿
易
協
定（
Ｅ

Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
）で
あ
る
。こ
の
基
調
講
演
で
は
、Ｅ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
を

構
築
す
る
に
際
し
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
指
摘
し
、そ

の
課
題
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
政
策
、あ
る

い
は
措
置
が
必
要
な
の
か
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
。

 

東
ア
ジ
ア
に
は
一
九
九
七
年
に
発
生
し
た
経
済
危
機
以
前
、

「
東
ア
ジ
ア
の
奇
跡
」と
呼
ば
れ
る
め
ざ
ま
し
い
経
済
成
長

が
あ
っ
た
。九
七
年
、九
八
年
の
危
機
に
よ
っ
て
大
き
な
打

撃
を
受
け
た
が
、そ
の
後
九
九
年
、二
〇
〇
〇
年
に
は
Ｖ
字

型
回
復
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
急
回
復
を
実
現
さ
せ
た
。し

〇
年
に
は
Ｖ
字
型
回
復
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
急
回
復
を

実
現
さ
せ
た
。し
か
し
、以
前
の
よ
う
な
奇
跡
的
な
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
に
は
ま
だ
回
復
し
て
い
な
い
と
い
う
の
が
、お
お
か

た
の
見
方
で
あ
る
。そ
の
よ
う
な
東
ア
ジ
ア
の
経
済
情
勢
の

中
で
、再
び
大
き
な
成
長
を
実
現
す
る
一つ
の
手
段
が
Ｅ
Ａ

Ｆ
Ｔ
Ａ
で
あ
る
。

 

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
経
済
統
合
は
、よ
く
デ・フ
ァ
ク
ト（
事

実
上
）の
経
済
統
合
と
い
わ
れ
る
。と
い
う
の
は
、東
ア
ジ
ア

に
お
い
て
は
最
近
ま
で
、Ｅ
Ｕ
や
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
よ
う
な
地

域
統
合
の
制
度
的
枠
組
み
が
存
在
せ
ず
、む
し
ろ
市
場
メ

カ
ニ
ズ
ム
の
も
と
で
経
済
統
合
が
実
現
さ
れ
て
き
た
か
ら
で

あ
る
。Ｆ
Ｔ
Ａ（
自
由
貿
易
協
定
）は
、こ
の
よ
う
な
デ・フ
ァ

ク
ト
の
経
済
統
合
を
、制
度
的
に
強
化
す
る
枠
組
み
の一つ

と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　
二
一
世
紀
に
入
る
ま
で
は
、こ
の
地
域
に
お
け
る
唯
一
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の
主
要
な
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
（
ア
セ
ア
ン
自
由
貿
易

地
域
）
の
み
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
―

日
本
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
―
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
あ
る

い
は
韓
国
―
チ
リ
等
々
多
く
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
発
効
し
て
い

る
。
つ
ま
り
二
一
世
紀
に
な
っ
て
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
動
き
が
加

速
し
た
と
い
え
る
。

　
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
近
年
、
急
速

に
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
増
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
ポ
イ

ン
ト
は
以
下
の
五
点
で
あ
る
。
①
東
ア
ジ
ア
域
外
で
多

く
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
形
成
さ
れ
、
域
外
の
輸
出
市
場
が
脅
か

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
域
内
各
国
が
危
機
感
を
抱
い
て
い

る
こ
と
、
②
現
在
Ｗ
Ｔ
Ｏ
で
初
め
て
の
多
角
的
貿
易
交

渉
（
ド
ー
ハ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
・
ア
ジ
ェ
ン
ダ
）

が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
あ
ま
り
期
待
さ
れ
た
よ
う
に
進

捗
し
て
い
な
い
こ
と
、
③
多
く
の
国
が
経
済
成
長
の
手

段
と
し
て
、
貿
易
・
投
資
の
自
由
化
に
興
味
を
持
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
、
④
一
九
九
七
年
の
経
済
危
機
を
契

機
と
し
て
、
域
内
の
協
力
体
制
を
整
備
し
て
危
機
の
再

来
を
防
止
し
よ
う
と
す
る
気
運
が
高
ま
っ
た
こ
と
、
⑤

域
内
各
国
、
特
に
日
中
間
で
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
め
ぐ
る
競
争
的

関
係
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
結
果
的
に
エ
ン
ジ
ン
と
な
っ

て
い
る
こ
と
、
で
あ
る
。

　
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
も
た
ら
す
効
果
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
加

盟
国
間
の
貿
易
が
拡
大
す
る
と
い
う
経
済
的
効
果
で
あ

る
。
そ
の
一
方
で
、
非
経
済
的
な
効
果
も
無
視
で
き
な

い
。
具
体
的
に
は
加
盟
国
間
の
相
互
理
解
が
深
ま
っ
て

良
好
な
関
係
が
醸
成
さ
れ
る
こ
と
や
、
経
済
成
長
を
実

現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
内
の
政
治
的
・
社
会
的
安
定

を
も
た
ら
す
と
い
っ
た
プ
ラ
ス
効
果
が
期
待
で
き
る
。

　
し
か
し
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
構
築
す
る
に
際
し
て
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
障
害
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

ま
ず
貿
易
・
投
資
の
自
由
化
に
よ
り
被
害
を
こ
う
む
る
、

国
内
の
非
競
争
的
な
産
業
分
野
か
ら
の
反
対
が
あ
る
。

ま
た
、
東
ア
ジ
ア
地
域
の
政
治
的
多
様
性
に
起
因
す
る
、

政
治
・
安
全
保
障
面
の
障
害
が
あ
る
。
さ
ら
に
日
中
、

日
韓
の
間
に
あ
る
歴
史
問
題
が
未
解
決
の
ま
ま
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
障
害
を
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
Ｅ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
は

実
現
し
な
い
。

 

　
こ
の
よ
う
な
障
害
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
方
策
を
、

四
つ
提
案
し
た
い
。
①
自
由
化
に
よ
っ
て
被
害
を
こ
う

む
る
産
業
に
対
す
る
支
援
措
置
（
一
時
的
な
所
得
保
障

な
ど
）
を
講
じ
る
こ
と
、
②
経
済
に
限
ら
ず
、
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
の
地
域
協
力
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
糧
・
環
境

問
題
な
ど
で
の
連
携
）
を
進
め
て
い
く
こ
と
、
③
政
治

的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
対
話
の
推
進
、
特
に
日

中
の
リ
ー
ダ
ー
が
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
将
来
像
を
し
っ

か
り
と
語
り
、
そ
し
て
東
ア
ジ
ア
の
将
来
に
と
っ
て
両

国
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
重
要
だ
と
い
う
認
識
を
持
つ
こ
と
、
④

人
々
の
交
流
、
特
に
中
学
生
や
高
校
生
の
よ
う
な
若
い

世
代
の
交
流
を
活
発
化
さ
せ
る
こ
と
、
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
以
上
の
よ
う
な
東
ア
ジ
ア
経
済
統
合
の

動
き
は
、
必
然
的
に
そ
の
地
域
か
ら
除
外
さ
れ
て
被
害

を
こ
う
む
る
国
々
を
生
み
出
す
。
そ
の
被
害
に
対
応
す

る
た
め
に
は
、
や
は
り
世
界
規
模
で
の
自
由
化
、
つ
ま

り
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
も
と
で
の
自
由
化
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

し
た
が
っ
て
域
内
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
注
力
す
る
と
同
時
に
、
難

航
し
て
い
る
Ｗ
Ｔ
Ｏ
で
の
交
渉
を
加
速
さ
せ
て
い
く
必

要
が
あ
ろ
う
。

　
最
後
に
、
日
本
の
役
割
を
提
案
し
た
い
。
日
本
は
こ

の
地
域
で
最
も
経
済
発
展
が
進
ん
だ
先
進
国
で
あ
り
、
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先
進
国
の
立
場
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
協
力
を
行
う
必

要
が
あ
る
。
例
え
ば
自
由
化
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
相
手
の
国
、
特
に
発
展
途
上
国
の
輸
出
を
促
進
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
協

力
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
、
率
先
し
て
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
を
と
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
各
国
と

協
力
し
て
、
Ｅ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
形
成
す
る
ま
で
の
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
作
り
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

●
基
調
講
演
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト

【
Ｋ
・
ケ
サ
バ
パ
ニ
ー
氏
】
近
年
、
東
ア
ジ
ア
に
お
い

て
は
二
国
間
、
あ
る
い
は
多
国
間
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
が
進

展
し
て
い
る
。
な
か
で
も
大
き
な
動
き
は
、
ア
セ
ア
ン

―
日
本
、
ア
セ
ア
ン
―
中
国
、
ア
セ
ア
ン
―
韓
国
の
Ｆ

Ｔ
Ａ
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
対
す
る
日
本
の
歩

み
は
遅
か
っ
た
。
し
か
し
中
国
の
動
き
に
触
発
さ
れ
て
、

い
ま
や
必
死
に
遅
れ
を
取
り
戻
そ
う
と
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
地
域
統
合
へ
の
動
き
は
、
地
域
の
経
済
活
動

の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
平
和
と
安
定
に
と
っ
て
も
好
ま

し
い
影
響
を
も
た
ら
す
。

　
さ
ら
に
、
最
近
で
は
経
済
統
合
を
超
え
て
、
「
東
ア

ジ
ア
共
同
体
」
構
想
ま
で
議
論
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注

目
に
値
す
る
。
東
ア
ジ
ア
の
地
域
統
合
は
単
に
貿
易
面

に
と
ど
ま
ら
ず
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
力
や
食
料
供
給
、
人

の
移
動
と
い
っ
た
、
よ
り
包
括
的
な
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

に
向
か
う
で
あ
ろ
う
。

　
東
ア
ジ
ア
の
統
合
に
際
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
ぜ
ひ
と

も
「
運
転
席
」
に
座
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
ア
セ
ア
ン
内
部
の
統
合
（
Ａ
Ｆ

Ｔ
Ａ
）
に
目
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ

は
一
九
九
二
年
に
発
足
し
た
が
、
こ
れ
を
二
〇
〇
八
年

ま
で
に
完
了
し
た
い
。
ま
た
、
新
規
ア
セ
ア
ン
加
盟
国
、

す
な
わ
ち
Ｃ
Ｌ
Ｍ
Ｖ
（
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ラ
オ
ス
・
ミ
ャ

ン
マ
ー
・
ベ
ト
ナ
ム
）
と
の
統
合
に
つ
い
て
は
、
原
加

盟
六
カ
国
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
マ
レ
ー
シ
ア
・
タ
イ
・

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ブ
ル
ネ
イ
）
と
の
経

済
格
差
を
解
消
し
な
が
ら
統
合
を
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
同
時
に
、
日
中
韓
の
間
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
解
決
す
べ

き
問
題
が
あ
る
。
特
に
わ
れ
わ
れ
は
、
中
国
の
力
の
台

頭
に
懸
念
を
抱
い
て
い
る
。
し
か
し
中
国
の
指
導
層
は

「
平
和
的
台
頭
」
と
明
言
し
て
お
り
、
わ
れ
わ
れ
も
そ

の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
。

　
総
じ
て
い
え
ば
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
と
い
う
の
は
戦
略
的
な
「
道

具
」
で
あ
り
、
そ
の
締
結
は
当
該
国
・
地
域
の
生
活
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
し
た
が
っ
て
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
、
た

だ
単
に
投
資
・
貿
易
の
自
由
化
や
知
的
所
有
権
と
い
っ

た
視
点
だ
け
で
と
ら
え
る
べ
き
で
は
な
い
。
Ｆ
Ｔ
Ａ
を

個
別
的
な
問
題
に
収
斂
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
全
体
像
と

し
て
と
ら
え
る
必
要
が
あ
る
点
を
強
調
し
た
い
。

【
趙
晋
平
氏
】
中
国
が
地
域
経
済
協
力
に
ど
の
よ
う
な

役
割
を
果
た
す
の
か
に
つ
い
て
、
域
内
外
か
ら
大
き
な

関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
こ

の
こ
と
を
踏
ま
え
、
私
は
以
下
の
三
つ
の
問
題
、
①
中

国
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
の
現
状
、
②
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
対
す
る
中
国

の
考
え
方
、
③
東
ア
ジ
ア
共
同
体
に
対
す
る
中
国
の
考

え
方
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
し
た
い
。

　
ま
ず
①
に
つ
い
て
は
、
実
は
二
一
世
紀
に
入
っ
て
か
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ら
、
中
国
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
政
策
に
大
き
な
転
換
が
あ
っ
た
。

そ
れ
を
代
表
す
る
の
が
、
二
〇
〇
一
年
に
始
ま
っ
た
中

国
―
ア
セ
ア
ン
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
で
あ
る
。
二
〇
〇
二
年

に
は
「
包
括
的
経
済
協
力
枠
組
み
協
定
」
を
締
結
し
、

二
〇
〇
四
年
一
一
月
に
は
、
財
の
貿
易
に
関
す
る
協
定

を
正
式
に
調
印
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
中
国
―
ア
セ
ア
ン

の
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
財
の
貿
易
に
限
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

今
後
サ
ー
ビ
ス
貿
易
、
あ
る
い
は
投
資
促
進
な
ど
の
広

範
な
分
野
に
わ
た
る
交
渉
が
開
始
さ
れ
る
見
込
み
で
あ

る
。
そ
の
他
に
も
、
現
在
交
渉
中
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
四
件
ほ

ど
あ
り
（
対
・
南
ア
フ
リ
カ
／
チ
リ
／
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
／
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）
、
さ
ら
に
韓
国
や
イ
ン
ド

と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
研
究
も
そ
ろ
そ
ろ
始
ま
る
。

　
②
に
つ
い
て
は
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
基
づ
く
経
済
統
合
は
開

放
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
域

外
国
で
も
加
入
し
た
い
と
い
う
意
思
が
あ
れ
ば
、
積
極

的
に
話
し
合
う
必
要
が
あ
る
。
ま
た
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
は
、

基
本
的
に
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
ル
ー
ル
に
準
拠
す
べ
き
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
多
様
性
に
富
む
東
ア
ジ
ア
の
実
態
を
考
慮
し

て
、
そ
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
は
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
ー
を
持
た

せ
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

　
③
の
東
ア
ジ
ア
共
同
体
の
問
題
で
あ
る
が
、
そ
れ
が

Ｅ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
と
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
か
と
い
う
不

明
確
な
点
も
残
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
が
追
求
さ

れ
る
の
な
ら
ば
、
ぜ
ひ
と
も
日
本
に
は
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
希
望
す
る
。

最
後
に
指
摘
し
た
い
こ
と
は
、
経
済
統
合
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
そ
の
ベ
ー
ス
に
良
好
な
政
治
的
関
係
が
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
い
ま
だ
に
東
ア

ジ
ア
に
は
「
冷
戦
」
的
な
思
考
が
多
少
残
っ
て
い
る
が
、

こ
の
地
域
の
安
定
の
た
め
に
は
、
各
国
間
の
一
層
の
相

互
協
力
が
重
要
で
あ
る
。

【
李
昌
在
氏
】
東
ア
ジ
ア
の
地
域
主
義
（
リ
ー
ジ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
）
は
、
世
界
的
な
リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
潮
流

に
追
随
し
て
沸
き
起
こ
っ
た
と
い
え
る
。
つ
ま
り
積
極

的
に
地
域
化
を
進
め
る
域
外
各
国
と
の
国
際
的
競
争
が
、

東
ア
ジ
ア
の
経
済
統
合
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
の
で
あ

る
。

　
次
に
、
統
合
に
至
る
過
程
で
発
生
す
る
数
多
く
の
障

害
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。
浦
田
先
生
が
指
摘
さ
れ
た
よ

う
に
、
こ
の
障
害
に
は
経
済
的
・
政
治
的
・
歴
史
的
な

も
の
が
あ
る
。
し
か
し
私
見
で
は
、
最
も
深
刻
な
障
害

は
内
政
問
題
で
あ
る
。
各
国
に
は
多
く
の
利
益
団
体
が

存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
貿
易
自
由
化

に
反
対
を
唱
え
て
い
る
。
韓
国
に
お
い
て
も
日
本
と
同

様
、
農
業
分
野
が
最
も
調
整
の
難
し
い
、
セ
ン
シ
テ
ィ

ブ
な
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
障
害
を
克
服
す
る
た
め
の
策
を
、
私
か

ら
も
一
つ
提
案
し
た
い
。
そ
の
策
と
は
「
教
育
・
説
得
」

で
あ
る
。
私
の
意
見
で
は
、
学
者
や
政
府
の
官
僚
は
、

一
般
市
民
や
政
治
家
に
対
し
て
も
っ
と
啓
発
・
説
得
を

試
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
も
た
ら
す
メ
リ
ッ

ト
、
す
な
わ
ち
経
済
的
・
非
経
済
的
な
メ
リ
ッ
ト
に
つ

い
て
十
分
説
明
を
尽
く
す
責
務
が
あ
る
と
考
え
る
。

【
質
問
】
中
国
と
ア
セ
ア
ン
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
の
経
緯

に
つ
い
て
う
か
が
い
た
い
。
印
象
と
し
て
は
、
中
国
は

統
合
体
と
し
て
の
ア
セ
ア
ン
と
協
議
を
し
た
と
い
う
よ

り
は
、
む
し
ろ
ア
セ
ア
ン
一
〇
カ
国
と
そ
れ
ぞ
れ
二
国
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間
で
交
渉
を
し
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
の
実
態
は
ど

う
か
。

【
趙
晋
平
氏
】
中
国
側
と
し
て
は
、
ア
セ
ア
ン
を
一
つ

の
貿
易
相
手
、
す
な
わ
ち
「
一
国
」
と
み
な
し
て
交
渉

し
た
。
し
か
し
実
際
に
交
渉
の
テ
ー
ブ
ル
に
臨
む
と
、

特
に
例
外
分
野
に
つ
い
て
ア
セ
ア
ン
各
国
の
意
見
の
一

致
が
見
ら
れ
ず
、
足
並
み
が
乱
れ
て
い
る
と
い
う
感
を

強
く
し
た
。
例
外
分
野
は
確
か
に
交
渉
の
難
し
い
問
題

の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
点
で
中
国
は
、
大
き
な
譲

歩
を
し
た
と
理
解
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

第
二
セ
ッ
シ
ョ
ン

「
ア
セ
ア
ン
か
ら
見
た
日
本
・
中
国
・
韓
国
」

● 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

【
マ
イ
ケ
ル
・
ヨ
ー
氏
】
こ
こ
で
は
二
つ
の
問
題
を
提

起
し
た
い
。
第
一
に
、
日
本
・
中
国
と
い
う
二
人
の
「
巨

人
」
に
対
す
る
ア
セ
ア
ン
側
の
姿
勢
の
問
題
で
あ
る
。

第
二
に
、
二
〇
〇
五
年
一
二
月
に
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
る
第
一
回
東
ア
ジ
ア
サ
ミ
ッ
ト
を
め
ぐ
る

諸
問
題
で
あ
る
。
　
　

　
第
一
の
問
題
で
あ
る
が
、
ア
セ
ア
ン
は
、
日
本
が
今

後
と
も
東
南
ア
ジ
ア
に
投
資
し
続
け
る
の
か
ど
う
か
に

つ
い
て
懸
念
を
抱
い
て
い
る
。
日
本
は
い
う
ま
で
も
な

く
ア
セ
ア
ン
に
対
す
る
大
き
な
投
資
国
で
あ
り
、
こ
の

地
域
に
お
け
る
キ
ー
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
昨
日
（
二
月
二
八
日
）

面
談
し
た
東
芝
の
西
室
会
長
か
ら
、
今
後
と
も
東
南
ア

ジ
ア
は
日
本
の
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
だ
と
の
力
強
い
お

言
葉
を
い
た
だ
き
大
変
う
れ
し
く
感
じ
た
。
日
本
に
は

ぜ
ひ
、
投
資
・
経
済
協
力
な
ど
の
面
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
次
に
問
題
に
な
る
の

が
、
も
う
一
人
の
巨
人
で
あ
る
中
国
は
、
果
た
し
て
わ

れ
わ
れ
に
と
っ
て
脅
威
な
の
か
、
チ
ャ
ン
ス
な
の
か
と

い
う
点
で
あ
る
。
結
論
を
い
え
ば
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ

て
中
国
は
巨
大
な
市
場
、
す
な
わ
ち
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
中
国
の
台
頭
は
平
和
的
な
も
の
で

あ
り
、
経
済
面
・
安
全
保
障
面
で
の
脅
威
で
あ
る
と
い

う
パ
ー
セ
プ
シ
ョ
ン
は
持
っ
て
い
な
い
。

　
日
中
両
国
は
現
在
、
政
治
的
な
競
合
・
緊
張
関
係
に

あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
見
方
を
変
え
れ
ば
、
ア
セ
ア
ン

に
と
っ
て
思
わ
ぬ
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
事

実
、
中
国
と
ア
セ
ア
ン
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
が
始
ま
っ
た

こ
と
で
、
日
本
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
へ
の
動
き
が
加
速
し
た
。

　
二
つ
目
の
問
題
は
、
東
ア
ジ
ア
サ
ミ
ッ
ト
の
枠
組
み

で
あ
る
。
こ
れ
は
「
古
い
ワ
イ
ン
を
新
し
い
ボ
ト
ル
に

入
れ
る
（O

ld W
ine In N

ew
 B

ottle?

）
」
と
い
う
結

果
に
終
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
懸
念
も
あ
る
。
そ

れ
と
も
新
し
い
地
域
的
統
合
の
枠
組
み
が
提
唱
さ
れ
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
排
他
的
な
も
の
で
は
な

く
包
含
的
な
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

わ
れ
わ
れ
の
中
に
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
が
加
わ
る
こ
と
に
大
き
な
反
対
は
な
い
と
認

識
し
て
い
る
。
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
が
、
東
ア
ジ
ア
の
地
域

統
合
に
向
け
て
の
大
き
な
モ
メ
ン
タ
ム
と
な
る
と
考
え

て
い
る
。
サ
ミ
ッ
ト
を
定
例
化
す
べ
き
か
、
常
設
事
務
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局
を
設
け
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
今
後
議
論
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。

　
私
は
ア
セ
ア
ン
＋
３
と
い
う
の
は
、
か
な
り
の
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
有
す
る
枠
組
み
だ
と
考
え
て
い
る
。
そ
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
極
大
化
さ
せ
る
た
め
に
も
、
大
胆
か

つ
前
向
き
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
お
こ
す
必
要
が
あ
る
。
そ

の
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
に
は
も
っ
と
対
話
が
必
要
で
あ

る
。
そ
れ
は
三
つ
の
ト
ラ
ッ
ク
が
想
定
さ
れ
る
。
ト
ラ

ッ
ク
一
は
政
府
間
の
対
話
、
ト
ラ
ッ
ク
二
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や

シ
ン
ク
タ
ン
ク
が
か
か
わ
る
対
話
、
ト
ラ
ッ
ク
三
は
企

業
間
・
産
業
間
の
対
話
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
の
ト
ラ
ッ

ク
が
渾
然
一
体
と
な
っ
て
は
じ
め
て
、
各
国
間
の
信
頼

が
醸
成
さ
れ
、
東
ア
ジ
ア
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
形
成
に

向
か
っ
て
の
第
一
歩
が
踏
み
出
せ
る
。

【
サ
イ
モ
ン
・
テ
イ
氏
】
こ
こ
で
は
三
つ
の
所
見
と
サ

ジ
ェ
ス
チ
ョ
ン
を
申
し
上
げ
た
い
。
第
一
の
所
見
は
、

北
東
ア
ジ
ア
の
歴
史
問
題
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
問

題
は
、
確
か
に
北
東
ア
ジ
ア
の
域
内
協
力
を
難
し
く
し

て
い
る
大
き
な
要
因
で
あ
る
。
し
か
し
現
実
の
政
治
上
・

経
済
上
の
競
争
こ
そ
が
、
真
の
障
害
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
加
え
て
北
東
ア
ジ
ア
に
は
、
台
湾
問
題
、
安
全
保

障
上
の
問
題
な
ど
も
山
積
し
て
い
る
。

　
第
二
は
、
北
東
ア
ジ
ア
と
ア
セ
ア
ン
と
の
関
係
に
つ

い
て
の
所
見
で
あ
る
。
政
府
同
士
の
関
係
に
限
れ
ば
、

北
東
ア
ジ
ア
と
ア
セ
ア
ン
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
い
う
の
は

限
ら
れ
て
お
り
、
唯
一
の
例
外
が
日
本
で
あ
る
。
中
国

と
の
関
係
は
比
較
的
新
し
い
も
の
で
あ
る
が
、
最
近
は

中
国
に
対
す
る
疑
念
が
薄
れ
、
過
剰
に
楽
観
的
に
な
っ

て
い
る
き
ら
い
が
あ
る
。
し
か
し
日
本
・
中
国
と
い
っ

た
、
ア
セ
ア
ン
の
外
に
あ
る
大
国
を
意
識
す
る
こ
と
で
、

わ
れ
わ
れ
ア
セ
ア
ン
一
〇
カ
国
は
統
合
加
速
化
の
必
要

性
を
痛
感
す
る
の
で
あ
る
。
多
様
で
規
模
の
小
さ
な
経

済
の
集
合
体
で
あ
る
ア
セ
ア
ン
は
、
統
合
を
加
速
化
し

な
け
れ
ば
、
外
の
大
国
に
対
峙
で
き
な
い
。

　
こ
れ
に
関
連
し
て
一
つ
強
調
し
た
い
の
は
、
東
ア
ジ

ア
の
地
域
協
力
は
、
ア
セ
ア
ン
が
何
ら
か
の
形
で
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
初
め
て
実
現
す
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
が
第
三
の
所
見
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

ア
セ
ア
ン
＋
３
で
あ
っ
て
、
３
＋
ア
セ
ア
ン
で
は
な
い
。

有
名
な
映
画
「
ロ
ー
ド
・
オ
ブ
・
ザ
・
リ
ン
グ
」
で
は
、

パ
ワ
ー
を
持
っ
た
指
輪
を
所
有
す
る
の
は
ホ
ビ
ッ
ト
（
小

さ
い
人
）
で
あ
る
。
ホ
ビ
ッ
ト
は
力
が
な
い
か
ら
こ
そ
、

指
輪
を
託
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
例
え
話
に
過

ぎ
な
い
が
、
ア
セ
ア
ン
の
「
ホ
ビ
ッ
ト
」
た
ち
は
、
地

域
統
合
に
向
け
て
リ
ー
ダ
ー
役
を
果
た
す
べ
き
で
あ
る
。

　
以
上
の
所
見
を
踏
ま
え
、
三
つ
の
サ
ジ
ェ
ス
チ
ョ
ン

を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。
第
一
に
、
東
ア
ジ
ア
の
経
済

統
合
の
望
ま
し
い
プ
ロ
セ
ス
と
は
何
か
と
い
う
点
で
あ

る
。
現
在
日
本
は
、
韓
国
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
を
進
め
る

こ
と
で
、
北
東
ア
ジ
ア
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
そ

う
と
し
て
い
る
が
、
や
は
り
望
ま
し
い
の
は
ア
セ
ア
ン

＋
１
の
統
合
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
も
っ
と
も
ア
セ
ア
ン

＋
１
の
プ
ロ
セ
ス
が
進
ん
で
い
っ
た
場
合
、
双
方
の
パ

ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
と
、
中
日
韓
が
そ
れ
ぞ
れ
別

の
方
向
に
引
っ
張
っ
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
る
。
そ
の

陥
穽
に
陥
ら
な
い
た
め
に
も
、
こ
れ
ま
で
ア
セ
ア
ン
と

深
い
関
係
を
築
い
て
き
た
日
本
の
役
割
は
重
要
で
あ
る
。

た
と
え
日
本
と
中
国
と
の
間
に
ア
セ
ア
ン
を
め
ぐ
る
Ｆ

Ｔ
Ａ
競
争
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
前
向
き
な
競

・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
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争
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
日
本
に
は
、
ア
セ
ア

ン
の
新
規
加
盟
四
カ
国
、
つ
ま
り
Ｃ
Ｍ
Ｌ
Ｖ
へ
の
経
済

協
力
を
期
待
し
た
い
。

　
第
二
に
東
ア
ジ
ア
サ
ミ
ッ
ト
で
あ
る
が
、
私
は
マ
イ

ケ
ル
・
ヨ
ー
氏
と
は
少
し
違
っ
た
見
解
を
持
っ
て
い
る
。

サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
東
ア
ジ
ア
の
台
頭
や
価
値
観
を
強

調
す
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
ア
メ
リ
カ
や
そ
の
他
の
国
々

の
警
戒
心
を
煽
る
結
果
と
な
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、

む
し
ろ
控
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
民
間
部
門
が
東
ア
ジ
ア
を
団
結
さ
せ
る
上

で
、
特
別
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
点
を
強
調
し
た
い
。

日
本
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
は
、
す
で
に
国
際
的
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
構
築
し
た
多
国
籍
企
業
が
多
い
。
そ
れ
ゆ
え
政
治

が
地
域
統
合
の
枠
組
み
づ
く
り
を
進
め
る
際
に
は
、
ぜ
ひ

と
も
民
間
企
業
の
意
見
に
耳
を
傾
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

【
ス
テ
ィ
パ
ン
・
チ
ラ
テ
ィ
ワ
ッ
ト
氏
】
論
点
は
以
下

の
四
つ
で
あ
る
。
第
一
に
、
東
ア
ジ
ア
は
グ
ロ
ー
バ
ル

化
・
地
域
化
か
ら
得
る
と
こ
ろ
が
多
い
と
い
う
確
信
で

あ
る
。
最
近
の
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、
二
一
世
紀
は
ア

ジ
ア
、
特
に
中
国
と
イ
ン
ド
が
「
機
関
車
」
と
な
っ
て

グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
済
を
牽
引
す
る
だ
ろ
う
と
予
測
し
て

い
る
。

　
第
二
に
、
東
ア
ジ
ア
経
済
の
持
続
的
な
発
展
を
支
え

る
た
め
に
は
、
貿
易
・
金
融
面
に
お
い
て
新
し
い
制
度

的
な
枠
組
み
を
整
備
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

る
。
し
か
し
現
状
で
は
、
必
ず
し
も
確
固
た
る
枠
組
み

が
存
在
し
て
い
な
い
。

　
第
三
の
論
点
と
し
て
は
、
東
ア
ジ
ア
共
同
体
づ
く
り

の
ア
イ
デ
ア
を
ど
の
よ
う
に
具
現
化
す
べ
き
か
と
い
う

点
で
あ
る
。
北
米
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
目
を
転
じ
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
が
具
体
的
な
ア
イ
デ
ア
に
基
づ
い
て
着
実
に

前
進
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
世
界
的
な
潮
流
に
刺
激

さ
れ
て
、
ア
ジ
ア
に
も
地
域
的
な
統
合
意
識
が
芽
生
え

た
と
い
え
る
。
残
念
な
が
ら
現
時
点
で
は
、
東
ア
ジ
ア

の
統
合
に
は
少
な
か
ら
ぬ
障
害
が
あ
る
。
特
に
日
中
間

は
、
歴
史
問
題
が
統
合
上
の
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
を
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
後
、
北
東
ア
ジ
ア
が
統
合
に
向
か
い
、
さ
ら
に
北
東

ア
ジ
ア
と
東
南
ア
ジ
ア
が
一
体
と
な
っ
て
地
域
統
合
を

実
現
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

　
最
後
の
論
点
で
あ
る
が
、
東
ア
ジ
ア
の
統
合
は
市
場

主
導
型
で
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
オ
ー
プ
ン
な
リ
ー
ジ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
バ
イ
（
二
国

間
）
と
マ
ル
チ
（
多
国
間
）
の
双
方
に
配
慮
し
て
交
渉

を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
ハ
デ
ィ
・
ソ
エ
サ
ス
ト
ロ
氏
】
経
済
統
合
に
対
す
る

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
対
応
や
考
え
方
は
、
あ
る
意
味
で
他

の
ア
セ
ア
ン
諸
国
と
は
異
な
る
。
こ
れ
ま
で
わ
れ
わ
れ

は
、
東
ア
ジ
ア
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
対
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
果
た
し
て
こ
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
リ
ー
ダ
ー
と

は
な
り
得
て
い
な
い
も
の
の
、
果
た
し
て
き
た
役
割
は

小
さ
く
な
い
と
思
う
。
例
え
ば
中
国
や
日
本
、
韓
国
、

イ
ン
ド
、
さ
ら
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
と
ア
セ
ア
ン
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
に
際
し
て
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
は
大
き
な
責
務
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
の
背

景
に
は
、
わ
れ
わ
れ
は
東
ア
ジ
ア
地
域
統
合
が
、
地
域
の

平
和
・
繁
栄
・
進
歩
に
結
び
つ
く
と
い
う
信
念
が
あ
る
。

　
現
在
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
日
本
と
の
二
国
間
Ｆ
Ｔ
Ａ

を
検
討
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
と
並
行
し
て
、
ア
セ

ア
ン
全
体
と
し
て
の
多
国
間
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
も
、
ア
セ
ア
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ン
の
連
帯
維
持
の
た
め
に
は
不
可
欠
で
あ
る
。
特
に
新

規
加
盟
国
が
、
二
国
間
交
渉
の
枠
外
に
お
か
れ
る
こ
と

で
、
阻
害
感
を
抱
く
こ
と
は
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
基
本
的
に
は
ア
セ
ア
ン
を
通

じ
た
多
国
間
交
渉
を
重
視
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
東
ア
ジ
ア
の
経
済
統
合
や
共
同
体
の
ビ
ジ

ョ
ン
を
、
長
期
的
な
視
点
で
捉
え
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

Ｆ
Ｔ
Ａ
は
、
そ
の
第
一
歩
に
過
ぎ
な
い
。
東
ア
ジ
ア
共

同
体
の
定
義
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
が
、
イ
メ
ー

ジ
を
描
く
こ
と
は
で
き
る
。
現
時
点
に
お
い
て
想
定
さ

れ
る
東
ア
ジ
ア
の
共
同
体
像
は
、
少
な
く
と
も
Ｅ
Ｕ
の

そ
れ
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
が
望
ん

で
い
る
の
は
、
こ
の
地
域
の
諸
国
家
が
よ
き
「
隣
人
」

に
な
り
、
平
和
・
繁
栄
・
進
歩
と
い
う
目
標
を
共
有
す

る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
連
帯
の
意
識
（Sense of 

Solidarity

）
」
で
あ
る
。
連
帯
の
意
識
を
体
現
し
つ
つ
、

統
合
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在
、
ア

セ
ア
ン
諸
国
と
北
東
ア
ジ
ア
三
カ
国
の
関
係
は
、
か
つ

て
な
い
ほ
ど
に
好
ま
し
い
も
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は

希
望
を
持
っ
て
お
り
、
統
合
は
必
ず
成
功
す
る
と
信
じ

て
い
る
。

【
マ
リ
オ
・
ラ
ン
ベ
ル
ト
氏
】
東
ア
ジ
ア
の
統
合
プ
ロ

セ
ス
に
お
い
て
、
中
日
韓
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
こ
と
に
何
ら
疑
い
の
余
地
は
な
い
。
こ
こ
で
は
特

に
、
日
中
両
国
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
の
関
係
に
焦
点
を
絞

っ
て
論
じ
た
い
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
多
く
の
国
民
は
、
中
国
に
対
し
て
い

ま
だ
恐
怖
心
を
抱
い
て
お
り
、
中
国
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
締
結

に
躊
躇
し
て
い
る
。
中
国
経
済
は
一
九
九
〇
年
か
ら
二

〇
〇
〇
年
ま
で
の
間
、
年
率
八
・
五
％
の
経
済
成
長
を

遂
げ
、
輸
出
も
年
率
一
五
％
で
拡
大
し
た
。
ア
セ
ア
ン

に
向
か
う
は
ず
だ
っ
た
貿
易
・
直
接
投
資
（
Ｆ
Ｄ
Ｉ
）

の
一
部
は
中
国
に
振
り
向
け
ら
れ
、
そ
の
経
済
成
長
を

支
え
た
。
さ
ら
に
中
国
は
二
〇
〇
一
年
一
二
月
に
Ｗ
Ｔ

Ｏ
へ
の
加
盟
を
果
た
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
外
資
企
業
に

と
っ
て
の
投
資
環
境
が
改
善
さ
れ
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

貿
易
構
造
は
中
国
の
そ
れ
と
か
な
り
類
似
し
て
お
り
、

中
国
の
躍
進
に
よ
っ
て
か
つ
て
な
い
ほ
ど
に
競
争
圧
力

を
受
け
て
い
る
。

　
し
か
し
一
方
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
と
っ
て
チ
ャ
ン
ス

も
生
ま
れ
て
い
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
中
国
と
の
貿
易
収

支
は
、
一
九
九
〇
年
か
ら
二
〇
〇
一
年
の
間
、
常
に
中

国
側
の
黒
字
で
あ
っ
た
。
し
か
し
二
〇
〇
一
年
以
降
は
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
が
黒
字
化
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
わ
れ

わ
れ
に
と
っ
て
、
中
国
経
済
が
重
要
性
を
増
し
て
い
る
。

ま
た
、
両
国
の
貿
易
の
拡
大
に
伴
い
、
貿
易
構
造
に
も

転
換
が
見
ら
れ
る
。
一
九
九
七
年
に
お
け
る
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
対
中
輸
出
の
大
部
分
が
一
次
産
品
で
あ
り
工
業
製

品
シ
ェ
ア
は
一
〇
％
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
二
年
に
は

一
次
産
品
が
減
少
し
、
逆
に
工
業
製
品
シ
ェ
ア
が
七
二

％
へ
と
大
幅
に
伸
長
し
て
い
る
。
中
国
に
輸
出
さ
れ
る

工
業
製
品
の
二
分
の
一
以
上
が
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

製
品
で
あ
り
、
中
国
の
Ｉ
Ｔ
製
品
生
産
の
原
材
料
と
な

っ
て
い
る
。
加
え
て
直
接
投
資
に
つ
い
て
も
、
近
年
拡

大
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
ア
セ
ア
ン
・
中
国
の
包
括
的

な
経
済
協
力
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
な

る
チ
ャ
ン
ス
の
拡
大
が
期
待
で
き
る
。

　
日
本
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
四
年
の
一
一
月
に
日
比

経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
を
大
筋
合
意
し
て
お
り
、
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二
〇
〇
五
年
の
第
２
四
半
期
に
は
締
結
で
き
る
の
で
は

な
い
か
と
予
測
し
て
い
る
。
日
比
Ｅ
Ｐ
Ａ
が
締
結
さ
れ

れ
ば
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
と
っ
て
農
業
・
サ
ー
ビ
ス
分
野

の
海
外
市
場
が
拡
大
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
日
本
か
ら

の
投
資
を
積
極
的
に
誘
致
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
内
の

工
業
分
野
の
基
盤
拡
充
が
促
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

● 

質
疑
応
答

【
質
問
】
Ｆ
Ｔ
Ａ
戦
略
を
め
ぐ
る
ア
セ
ア
ン
諸
国
の
連

帯
意
識
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
。
周
知
の
如
く
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
と
タ
イ
は
二
国
間
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
積
極
姿
勢
で

あ
る
が
、
そ
の
他
の
国
、
特
に
Ｃ
Ｌ
Ｍ
Ｖ
は
そ
れ
ほ
ど

二
国
間
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
は
積
極
的
で
は
な
い
と
い
わ
れ
て
お

り
、
ア
セ
ア
ン
の
中
で
も
Ｆ
Ｔ
Ａ
戦
略
に
関
し
て
温
度

差
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
で
、
ア
セ
ア
ン
の
連
帯
意
識
は

問
題
に
な
ら
な
い
の
か
。
そ
れ
と
も
ア
セ
ア
ン
諸
国
に

お
い
て
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
戦
略
に
関
す
る
意
見
交
換
が
な
さ
れ

て
い
る
の
か
。

【
ハ
デ
ィ
・
ソ
エ
サ
ス
ト
ロ
氏
】
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
に
つ
い

て
は
、
ア
セ
ア
ン
―
中
国
と
ア
セ
ア
ン
―
日
本
と
で
は

ア
プ
ロ
ー
チ
が
異
な
る
。
ア
セ
ア
ン
―
中
国
の
場
合
は

漸
進
主
義
的
な
プ
ロ
セ
ス
で
あ
り
、
一
〇
カ
国
す
べ
て

が
関
わ
っ
て
少
し
ず
つ
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ

の
「
少
し
ず
つ
」
と
は
、
ま
ず
特
定
の
農
産
物
に
関
し

て
自
由
化
前
倒
し
（
ア
ー
リ
ー
ハ
ー
ベ
ス
ト
）
を
実
施

し
、
徐
々
に
対
象
品
目
を
拡
大
し
、
次
に
サ
ー
ビ
ス
・

投
資
分
野
の
自
由
化
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
一

気
に
自
由
化
で
き
な
い
の
は
、
ア
セ
ア
ン
各
国
の
経
済

発
展
段
階
に
差
が
あ
る
こ
と
に
加
え
、
特
に
財
の
貿
易

に
関
し
て
、
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
ア
イ
テ
ム
と
称
さ
れ
る
保

護
対
象
品
目
の
取
り
扱
い
が
争
点
と
な
っ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
そ
こ
で
交
渉
の
場
で
は
、
各
国
が
そ
れ
ぞ
れ

保
護
対
象
と
す
る
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
ア
イ
テ
ム
を
明
示
し

た
上
で
、
そ
れ
を
一
定
の
期
間
内
で
徐
々
に
削
減
し
て

い
く
と
い
う
ル
ー
ル
を
作
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
ア
セ
ア

ン
と
中
国
と
の
交
渉
ス
キ
ー
ム
で
あ
る
。

　
日
本
と
の
場
合
に
は
、
二
国
間
交
渉
を
先
行
さ
せ
る

以
外
な
い
と
考
え
る
。
日
本
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
で
あ

り
、
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
二
四
条
な
ど
の
遵
守
義
務
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
厳
し
い
要
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ア
セ
ア
ン
側
と
し
て
は
、
準
備
が
で
き
た
国
か
ら
日
本

と
の
交
渉
を
始
め
て
い
る
の
が
実
態
で
あ
る
。
こ
の
た

め
経
済
格
差
が
大
き
い
原
加
盟
国
と
Ｃ
Ｌ
Ｍ
Ｖ
四
カ
国

と
の
間
に
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
創
設
に
関
す
る
タ
イ
ム
ラ
グ
が
生

じ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
ア
セ
ア
ン
の

会
合
で
は
Ｃ
Ｌ
Ｍ
Ｖ
の
国
々
が
原
加
盟
国
に
対
し
て
不

満
を
表
明
し
て
い
た
。
し
か
し
日
本
と
は
、
ア
セ
ア
ン

全
体
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
も
進
め
る
と
い
う
合
意
が
で
き
て
い

る
（
二
〇
〇
二
年
一
一
月
の
日
本
・
ア
セ
ア
ン
包
括
的

経
済
連
携
構
想
）
。
ア
セ
ア
ン
の
連
帯
と
い
う
観
点
か

ら
言
え
ば
、
日
本
と
は
バ
イ
／
マ
ル
チ
交
渉
を
並
行
し

て
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

【
質
問
】
東
ア
ジ
ア
サ
ミ
ッ
ト
が
域
内
外
を
問
わ
ず
非

常
に
注
目
を
集
め
て
い
る
が
、
サ
ミ
ッ
ト
の
メ
ン
バ
ー

構
成
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
を
お
聞
き
し
た
い
。
す

な
わ
ち
ア
セ
ア
ン
＋
３
に
加
え
、
実
体
経
済
が
相
互
依

存
の
関
係
に
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
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ン
ド
ま
で
含
め
る
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
各
国
研
究

者
の
お
考
え
を
う
か
が
い
た
い
。

【
マ
リ
オ
・
ラ
ン
ベ
ル
ト
氏
】
サ
ミ
ッ
ト
は
オ
ー
プ
ン

で
あ
る
べ
き
だ
が
、
第
一
回
サ
ミ
ッ
ト
は
ア
セ
ア
ン
＋

３
で
ス
タ
ー
ト
す
べ
き
で
あ
る
。

【
ス
テ
ィ
パ
ン
・
チ
ラ
テ
ィ
ワ
ッ
ト
氏
】
第
一
回
の
サ

ミ
ッ
ト
は
ア
セ
ア
ン
＋
３
の
枠
組
み
で
実
施
し
、
そ
の

場
で
今
後
の
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
が
協
議
さ
れ
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

に
限
ら
ず
、
イ
ン
ド
の
参
加
意
欲
も
聞
か
れ
る
た
め
、

真
剣
に
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ

る
。

【
ハ
デ
ィ
・
ソ
エ
サ
ス
ト
ロ
氏
】
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、

そ
れ
ら
の
意
見
と
は
異
な
る
。
す
で
に
ア
セ
ア
ン
＋
３

の
首
脳
会
議
は
行
わ
れ
て
お
り
、
東
ア
ジ
ア
サ
ミ
ッ
ト

ま
で
も
ア
セ
ア
ン
＋
３
に
す
る
こ
と
は
無
意
味
で
あ
る
。

そ
の
観
点
か
ら
東
ア
ジ
ア
サ
ミ
ッ
ト
は
、
ア
セ
ア
ン
＋

３
の
首
脳
会
議
と
は
異
な
る
ア
ジ
ェ
ン
ダ
・
加
盟
国
で

実
施
す
べ
き
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
東
ア
ジ
ア
域
外
の

国
と
も
対
話
で
き
る
、
開
か
れ
た
場
に
す
べ
き
で
あ
る
。

【
マ
イ
ケ
ル
・
ヨ
ー
氏
】
基
本
的
に
は
、
ア
セ
ア
ン
＋

３
の
首
脳
レ
ベ
ル
が
集
う
会
議
の
場
と
考
え
る
。
メ
ン

バ
ー
シ
ッ
プ
や
そ
の
後
の
定
例
化
の
問
題
は
、
そ
の
場

で
話
し
合
わ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

【
Ｋ
・
ケ
サ
バ
パ
ニ
ー
氏
】
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
し
て
は
、

オ
ー
プ
ン
か
つ
自
由
な
貿
易
を
推
進
す
る
国
で
あ
れ
ば
、

対
話
に
喜
ん
で
迎
え
入
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
の
が
ス
タ

ン
ス
で
あ
る
。
成
長
著
し
い
イ
ン
ド
に
も
、
ぜ
ひ
プ
ロ

セ
ス
に
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
わ
れ

わ
れ
と
し
て
は
、
「
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
化
」
の
印
象
を
域

外
国
に
与
え
る
の
は
避
け
た
い
。

【
李
昌
在
氏
】
私
見
と
し
て
は
、
と
り
あ
え
ず
第
一
回

は
ア
セ
ア
ン
＋
３
だ
け
で
始
め
る
こ
と
が
現
実
的
と
考

え
る
。
そ
の
後
に
準
備
態
勢
が
整
え
ば
、
例
え
ば
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
イ
ン
ド
、
あ
る

い
は
地
域
を
越
え
て
米
国
、
カ
ナ
ダ
を
迎
え
る
こ
と
も

あ
り
う
る
の
で
は
な
い
か
。

【
趙
晋
平
氏
】
共
同
体
作
り
は
、
ま
ず
簡
単
な
こ
と
か

ら
始
め
て
、
次
第
に
困
難
な
課
題
に
取
り
組
む
の
が
望

ま
し
い
。
し
た
が
っ
て
、
ま
ず
ア
セ
ア
ン
＋
３
か
ら
ス

タ
ー
ト
を
し
て
、
徐
々
に
他
の
メ
ン
バ
ー
を
迎
え
る
べ

き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
三
セ
ッ
シ
ョ
ン

「
日
本
・
中
国
・
韓
国
か
ら
見
た
ア
セ
ア
ン
」

●
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

【
趙
晋
平
氏
】
以
下
に
述
べ
る
こ
と
は
私
見
で
あ
り
、

所
属
す
る
研
究
機
関
や
中
国
政
府
の
見
解
を
代
表
す
る

発
言
で
は
な
い
こ
と
を
、
ま
ず
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

そ
の
上
で
、
中
国
か
ら
ア
セ
ア
ン
に
対
す
る
期
待
に
つ

い
て
見
解
を
述
べ
た
い
。
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最
近
、
中
国
・
ア
セ
ア
ン
間
の
貿
易
額
が
急
速
に
拡

大
し
て
お
り
、
両
者
は
緊
密
な
経
済
関
係
を
構
築
し
つ

つ
あ
る
。
ご
承
知
の
よ
う
に
中
国
は
、
二
〇
〇
二
年
一

一
月
に
、
一
〇
年
以
内
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
創
設
を
含
む
「
包
括

的
経
済
協
力
枠
組
み
協
定
」
に
調
印
し
、
二
〇
〇
四
年

の
一
月
か
ら
は
特
定
の
農
産
物
に
関
す
る
自
由
化
前
倒

し
（
ア
ー
リ
ー
ハ
ー
ベ
ス
ト
）
を
実
施
し
た
。
し
か
し

こ
の
協
定
は
農
産
物
に
限
ら
ず
、
工
業
製
品
や
サ
ー
ビ

ス
分
野
に
も
順
次
拡
大
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　
こ
の
中
国
―
ア
セ
ア
ン
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
つ
い
て
は
、
次

の
五
つ
の
特
徴
が
あ
げ
ら
れ
る
。
第
一
点
と
し
て
は
、

こ
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
、
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
二
四
条
に
基
づ
く
「
標
準

的
」
な
Ｆ
Ｔ
Ａ
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
点
で
あ
る
。

本
来
な
ら
発
展
途
上
国
間
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
定

め
る
「
授
権
条
項
」
が
適
用
さ
れ
る
た
め
に
緩
や
か
な

自
由
化
措
置
が
許
容
さ
れ
て
い
る
が
、
む
し
ろ
わ
れ
わ

れ
は
当
初
か
ら
標
準
的
な
形
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
目
指
し
て
い

た
。

　
第
二
点
と
し
て
は
、
こ
れ
が
包
括
的
な
Ｆ
Ｔ
Ａ
で
あ

る
と
い
う
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
自
由
化
を
財
の
貿
易

に
局
限
せ
ず
、
サ
ー
ビ
ス
貿
易
・
直
接
投
資
な
ど
広
範

な
分
野
で
推
進
す
る
と
い
う
取
り
決
め
で
あ
る
。

　
第
三
点
は
、
自
由
化
に
あ
た
っ
て
の
フ
レ
キ
シ
ビ
リ

テ
ィ
ー
で
あ
る
。
ア
セ
ア
ン
一
〇
カ
国
に
は
経
済
的
な

格
差
が
あ
り
、
発
展
段
階
の
低
い
国
に
対
し
て
は
自
由

化
に
過
渡
期
を
設
け
、
市
場
開
放
に
よ
る
影
響
を
見
極

め
た
上
で
、
徐
々
に
自
由
化
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が

現
実
的
で
あ
る
。

　
第
四
点
目
と
し
て
指
摘
し
た
い
の
は
、
中
国
―
ア
セ

ア
ン
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
、
途
上
国
間
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
と
し
て
は
世

界
最
大
級
の
規
模
を
誇
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
一
一
の

国
を
包
含
し
、
人
口
約
一
八
億
人
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
約
一
・
七

兆
ド
ル
の
経
済
規
模
を
有
し
て
い
る
。
東
ア
ジ
ア
の
中

だ
け
で
も
、
人
口
の
九
一
％
、
貿
易
額
の
約
五
割
、
Ｇ

Ｄ
Ｐ
の
約
二
七
％
を
占
め
て
い
る
。

　
以
上
、
中
国
―
ア
セ
ア
ン
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
特
徴
に
つ
い

て
私
見
を
述
べ
た
。
こ
の
よ
う
な
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
試
み
は
、

東
ア
ジ
ア
の
経
済
統
合
を
推
進
す
る
上
で
貴
重
な
「
経

験
知
」
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
中
国
で
は
中
央
政
府
だ
け
で
は
な
く
、
地
方

政
府
も
ア
セ
ア
ン
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
対
し
て
大
き
な
関
心

を
抱
い
て
い
る
。
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
機
会
や
交
流
の

機
会
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
期
待
が
、

地
方
政
府
に
は
あ
る
。
中
国
の
国
家
戦
略
と
し
て
の
Ｆ

Ｔ
Ａ
が
円
滑
に
推
進
さ
れ
て
い
る
背
景
に
は
、
こ
う
し

た
地
方
政
府
か
ら
の
支
持
が
あ
る
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
。

　
一
方
で
、
北
東
ア
ジ
ア
三
カ
国
間
の
経
済
連
携
は
進

ん
で
い
な
い
。
中
国
・
日
本
・
韓
国
に
対
す
る
ア
セ
ア

ン
の
国
々
の
期
待
に
は
大
き
い
も
の
が
あ
る
。
こ
の
三

カ
国
の
協
力
関
係
が
な
け
れ
ば
東
ア
ジ
ア
共
同
体
に
は

至
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
北
東
ア
ジ
ア
の
経

済
連
携
は
真
剣
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ま
た
仮
に
北
東
ア
ジ
ア
に
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
誕
生
し
た
と
し

て
も
、
そ
れ
が
ア
セ
ア
ン
側
の
懸
念
す
る
よ
う
な
事
態
、

す
な
わ
ち
ア
セ
ア
ン
経
済
へ
の
マ
イ
ナ
ス
影
響
に
は
つ

な
が
ら
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

　
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
地
域
統
合
に
い
ち
は
や
く
取
り

組
ん
だ
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
ア
セ
ア
ン
で
あ
る
。

中
国
は
、
地
域
統
合
に
果
た
す
ア
セ
ア
ン
の
役
割
は
非

常
に
大
き
い
と
考
え
て
お
り
、
ぜ
ひ
と
も
ア
セ
ア
ン
と
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協
力
し
て
、
新
し
い
東
ア
ジ
ア
の
未
来
を
つ
く
っ
て
い

き
た
い
。

【
河
合
正
弘
氏
】
ご
承
知
の
通
り
、
一
九
九
七
年
か
ら

九
八
年
に
か
け
て
、
東
ア
ジ
ア
経
済
は
通
貨
危
機
に
陥

っ
た
。
こ
の
危
機
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
そ
の
後
、
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
経
済
協
力
体
制
が
生
ま
れ
て
き
た
。
そ

れ
は
Ｆ
Ｔ
Ａ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
代
表
さ
れ
る
貿
易
・
投
資
面

の
協
調
の
み
な
ら
ず
、
金
融
面
で
も
非
常
に
緊
密
な
協

調
関
係
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
以
下
で
は
、
特
に
金

融
面
の
協
調
に
焦
点
を
絞
っ
て
、
東
ア
ジ
ア
の
経
済
的

な
地
域
主
義
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
ま
ず
前
提
と
し
て
、
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
経
済
的

な
相
互
依
存
が
非
常
に
高
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を

確
認
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
こ
と
は
、
域
内
貿
易
シ
ェ

ア
の
推
移
か
ら
う
か
が
え
る
。
東
ア
ジ
ア
（
ア
セ
ア
ン

＋
３
、
お
よ
び
香
港
・
台
湾
）
に
お
け
る
域
内
貿
易
シ

ェ
ア
は
、
一
九
八
〇
年
ご
ろ
に
は
三
五
％
程
度
で
あ
っ

た
が
、
二
〇
〇
三
年
に
は
五
五
％
近
く
に
ま
で
拡
大
し

て
い
る
。
こ
の
数
値
は
Ｅ
Ｕ
に
は
及
ば
な
い
が
、
Ｎ
Ａ

Ｆ
Ｔ
Ａ
よ
り
も
高
い
。
加
え
て
、
二
〇
〇
三
年
の
域
内

貿
易
の
ト
レ
ー
ド
・
イ
ン
テ
ン
シ
ィ
テ
ィ
ー
・
イ
ン
デ

ッ
ク
ス
（T

rade Intensity Index;

世
界
貿
易
に
占

め
る
域
内
貿
易
シ
ェ
ア
に
基
づ
き
、
域
内
の
結
合
度
の

程
度
を
示
し
た
指
標
）
に
よ
れ
ば
、
東
ア
ジ
ア
の
域
内

結
合
度
は
Ｅ
Ｕ
の
一
五
カ
国
よ
り
も
高
い
水
準
に
な
っ

て
い
る
。
つ
ま
り
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
い
て
は
Ｎ
Ａ
Ｆ

Ｔ
Ａ
や
Ｅ
Ｕ
と
比
較
し
て
も
遜
色
の
な
い
ほ
ど
、
域
内

貿
易
依
存
度
が
拡
大
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

加
え
て
、
投
資
面
・
金
融
面
で
の
統
合
も
非
常
に
進
展

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
各
国
金
融
市
場
の
自
由
化
や
対

外
開
放
と
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
こ
と
の
証
左
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
貿
易
や
直
接
投
資
、
さ
ら
に
金
融
的
な

結
合
が
深
ま
っ
た
結
果
、
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
い
て
は

景
気
循
環
の
連
動
性
が
非
常
に
高
く
な
っ
て
い
る
。
意

外
な
こ
と
に
、
ア
メ
リ
カ
と
東
ア
ジ
ア
と
の
相
関
度
は

必
ず
し
も
高
く
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
み
な
ら
ず
、
Ｅ
Ｕ

諸
国
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
イ

ン
ド
と
の
連
動
性
も
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ

て
マ
ク
ロ
経
済
的
な
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
東
ア
ジ
ア
は

非
常
に
自
立
的
な
地
域
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
経
済
的
相
互
依
存
関
係
の
高
ま
り
や

景
気
循
環
の
連
動
性
が
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
一
連
の

金
融
協
調
の
背
景
に
あ
る
と
い
え
る
。

　
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
東
ア
ジ
ア
に
金
融
協
調

の
気
運
が
生
ま
れ
た
直
接
の
き
っ
か
け
は
、
一
九
九
七

年
、
九
八
年
の
通
貨
危
機
で
あ
る
。
タ
イ
の
バ
ー
ツ
下

落
に
端
を
発
す
る
通
貨
危
機
は
、
ま
た
た
く
ま
に
マ
レ

ー
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
韓
国
等
に

波
及
し
、
地
域
レ
ベ
ル
の
危
機
に
ま
で
拡
大
し
た
。
そ

の
際
の
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
の
融
資
条
件
（
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
）
は
、
す
べ
て
が
間
違
い
で
は

な
か
っ
た
に
せ
よ
、
不
適
切
な
面
も
あ
っ
た
こ
と
は
否

め
な
い
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
に
お
け
る
投
票
権
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

諸
国
が
大
き
な
シ
ェ
ア
を
有
し
て
い
る
が
、
半
面
東
ア

ジ
ア
の
発
言
権
が
少
な
い
と
い
う
よ
う
な
事
情
も
背
景

に
あ
っ
た
か
と
思
う
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
地

域
協
力
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
通
貨

危
機
直
後
の
一
九
九
七
年
の
九
月
に
は
、
日
本
政
府
は

Ａ
Ｍ
Ｆ
（
ア
ジ
ア
通
貨
基
金
構
想
）
を
提
案
し
、
通
貨
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危
機
の
蔓
延
を
食
い
止
め
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
こ
の

Ａ
Ｍ
Ｆ
構
想
は
、
ア
メ
リ
カ
や
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
反
対
で
脆
く

も
潰
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
さ
て
、
現
在
進
ん
で
い
る
東
ア
ジ
ア
の
金
融
協
調
は
、

次
の
三
本
柱
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
①
チ
ェ
ン

マ
イ
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
、
②
地
域
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
、

③
ア
ジ
ア
債
券
市
場
構
想
、
で
あ
る
。

　
①
は
二
〇
〇
〇
年
五
月
に
タ
イ
の
チ
ェ
ン
マ
イ
で
開

催
さ
れ
た
ア
セ
ア
ン
＋
３
財
務
大
臣
会
議
で
合
意
さ
れ

た
二
国
間
通
貨
ス
ワ
ッ
プ
協
定
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
あ

る
国
が
危
機
に
陥
っ
た
と
き
に
周
辺
国
が
外
貨
を
融
通

す
る
と
い
う
枠
組
み
で
あ
り
、
現
在
、
協
定
は
お
お
よ

そ
四
四
〇
億
ド
ル
程
度
の
規
模
に
ま
で
拡
大
し
て
い
る
。

　
②
は
東
ア
ジ
ア
各
国
の
経
済
状
況
・
政
策
を
継
続
的

に
監
視
し
、
危
機
の
早
期
発
見
と
対
応
を
考
え
る
枠
組

み
で
あ
る
。
こ
れ
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
が
す
で
に
実
施
し
て
い
る

も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
機
能
を
東
ア
ジ
ア
の
な
か
で
持

と
う
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

　
そ
し
て
③
は
、
東
ア
ジ
ア
の
貯
蓄
を
東
ア
ジ
ア
自
身

の
投
資
に
振
り
向
け
る
た
め
に
域
内
債
券
市
場
を
育
成

す
る
と
い
う
試
み
で
あ
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
通
貨
危

機
の
教
訓
が
あ
る
。
通
貨
危
機
は
、
域
外
先
進
国
か
ら

大
量
に
流
入
し
て
い
た
短
期
資
金
が
、
信
用
不
安
を
契

機
と
し
て
、
一
挙
に
域
外
に
流
出
し
て
し
ま
っ
た
た
め

発
生
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
際
、
東
ア
ジ
ア
の
金

融
シ
ス
テ
ム
が
間
接
金
融
（
銀
行
）
中
心
で
あ
る
と
い

う
弱
点
が
露
呈
さ
れ
た
た
め
、
債
券
市
場
を
育
成
す
る

こ
と
に
よ
り
、
間
接
金
融
と
直
接
金
融
（
株
式
・
債
券
）

と
を
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
形
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
。

　
現
在
、
上
記
三
つ
の
対
策
が
推
進
さ
れ
て
い
る
が
、

課
題
も
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
チ
ェ
ン
マ
イ
・
イ
ニ
シ

ア
チ
ブ
で
は
、
為
替
市
場
全
体
の
金
額
と
比
較
す
る
と

規
模
が
小
さ
過
ぎ
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
現
行
の
チ

ェ
ン
マ
イ
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
で
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
に
よ
っ
て

資
金
の
融
通
額
に
一
定
の
基
準
枠
が
設
け
ら
れ
て
い
る

が
、
こ
の
基
準
枠
を
問
題
視
す
る
声
が
あ
る
。
ま
た
、

二
国
間
ベ
ー
ス
の
ス
ワ
ッ
プ
協
定
を
多
国
間
ベ
ー
ス
に

し
、
集
中
的
に
管
理
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
意
見
も
あ

る
。
こ
れ
は
日
本
の
か
つ
て
の
Ａ
Ｍ
Ｆ
構
想
と
か
な
り

類
似
し
た
構
想
と
い
え
る
。
加
え
て
、
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン

ス
の
プ
ロ
セ
ス
も
強
化
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
議
論
も

あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
金
融
協
力
の
動
き
に
対
し
て
、
い
く

つ
か
の
問
題
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
重
要
な
論
点
の
一
つ

で
あ
る
為
替
レ
ー
ト
協
調
の
問
題
に
触
れ
る
に
と
ど
め

た
い
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
東
ア
ジ
ア
経
済
は
相

互
依
存
関
係
が
強
ま
っ
て
お
り
、
景
気
循
環
も
連
動
性

を
高
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
相
互
の
為
替
レ
ー
ト
の

安
定
が
非
常
に
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

現
状
で
は
各
国
が
独
自
の
為
替
制
度
を
と
り
、
共
通
の

為
替
制
度
の
採
用
に
向
け
た
動
き
は
見
ら
れ
な
い
。
そ

う
い
う
中
で
最
近
、
東
ア
ジ
ア
各
国
は
円
・
ド
ル
・
ユ

ー
ロ
を
バ
ス
ケ
ッ
ト
（
合
成
通
貨
）
と
し
、
そ
の
バ
ス

ケ
ッ
ト
に
対
し
て
通
貨
価
値
を
安
定
化
さ
せ
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
の
認
識
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
以
上
、
通
貨
危
機
を
契
機
と
し
て
進
展
し
た
、
東
ア

ジ
ア
の
金
融
協
調
の
現
状
に
つ
い
て
概
観
し
た
。

　
最
後
に
、
こ
れ
ま
で
ア
セ
ア
ン
側
の
研
究
者
の
議
論

を
お
う
か
が
い
し
て
、
気
付
い
た
点
を
付
け
加
え
た
い
。
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そ
れ
は
ア
セ
ア
ン
各
国
内
で
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
や
東
ア
ジ
ア
共

同
体
に
対
す
る
考
え
方
に
若
干
の
違
い
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
ア
セ
ア
ン
は
事
実
上
、
二
層
構
造
を
呈

し
て
い
る
。
原
加
盟
六
カ
国
と
Ｃ
Ｌ
Ｍ
Ｖ
四
カ
国
と
の

間
で
は
経
済
的
な
格
差
が
非
常
に
大
き
く
、
東
ア
ジ
ア

経
済
統
合
の
問
題
に
関
し
て
も
、
か
な
り
違
っ
た
見
方

が
生
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
原
加
盟
国
間
で
も
若
干
の
温

度
差
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
東
ア
ジ
ア
の
地
域
統
合
の

動
き
は
、
も
は
や
逆
ら
い
が
た
い
奔
流
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
、
各
国
研
究
者
の
発
言
か
ら
も
う
か
が
え
た
。

【
李
昌
在
氏
】
こ
こ
で
は
、
ま
ず
韓
国
と
ア
セ
ア
ン
の

経
済
関
係
の
現
状
に
つ
い
て
触
れ
、
そ
の
上
で
東
ア
ジ

ア
経
済
統
合
の
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
簡
単
に
言
及

し
た
い
。

　
ま
ず
韓
国
・
ア
セ
ア
ン
の
経
済
関
係
で
あ
る
が
、
ア

セ
ア
ン
と
韓
国
は
お
互
い
に
貿
易
相
手
国
と
し
て
は
五

番
目
、
ア
セ
ア
ン
は
韓
国
に
と
っ
て
三
番
目
の
投
資
先

で
あ
る
。
ま
た
韓
国
は
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
約
三
〇
％
を
ア
セ

ア
ン
に
対
し
て
供
与
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
韓
国
と

ア
セ
ア
ン
と
は
経
済
的
に
強
い
相
互
補
完
性
を
有
し
て

お
り
、
韓
国
と
し
て
は
ア
セ
ア
ン
と
包
括
的
な
自
由
化

や
経
済
協
力
を
進
め
て
い
く
方
針
で
あ
る
。
す
で
に
二

〇
〇
四
年
一
一
月
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
の
間
で
Ｆ
Ｔ
Ａ

が
妥
結
し
た
。
ア
セ
ア
ン
全
体
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
つ
い
て

も
、
二
〇
〇
三
年
の
一
一
月
の
首
脳
会
談
以
降
、
着
実

に
進
展
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
二
〇
〇
五
年
中
に
交

渉
を
開
始
し
、
二
年
以
内
に
締
結
し
、
二
〇
〇
九
年
ま

で
に
関
税
の
八
〇
％
撤
廃
を
目
指
し
て
い
る
。
つ
い
先

週
、
第
一
回
の
韓
国
と
ア
セ
ア
ン
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
交
渉
が

ジ
ャ
カ
ル
タ
で
開
催
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
次
に
、
東
ア
ジ
ア
の
経
済
統
合
化
プ
ロ
セ
ス
に
お
い

て
、
韓
国
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
べ
き
か
に
つ

い
て
触
れ
た
い
。
経
済
の
規
模
に
着
目
す
れ
ば
、
日
本
・

中
国
の
両
国
こ
そ
が
ま
さ
に
統
合
の
ハ
ブ
た
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
日
中
間
に
い
ま
だ
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
な
い

以
上
、
現
状
で
は
日
中
両
国
が
協
力
し
て
ハ
ブ
役
を
果

た
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
む
し
ろ
ア
セ
ア
ン
こ
そ
が
、

ア
セ
ア
ン
＋
１
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
、
統
合
の
ハ
ブ

と
な
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
有
し
て
い
る
。
そ
し
て
韓
国

は
、
統
合
の
「
媒
介
者
」
と
し
て
の
役
割
を
務
め
る
べ

く
、
日
本
・
ア
セ
ア
ン
・
中
国
そ
れ
ぞ
れ
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ

締
結
を
目
指
し
て
い
る
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
前
日

の
意
見
交
換
会
（
二
月
二
八
日
開
催
「
東
ア
ジ
ア
経
済

研
究
者
を
囲
む
意
見
交
換
会
」
）
で
も
、
東
南
ア
ジ
ア

諸
国
の
研
究
者
か
ら
、
北
東
ア
ジ
ア
と
東
南
ア
ジ
ア
の

国
々
の
間
で
分
断
化
が
進
む
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸

念
が
表
明
さ
れ
た
。
韓
国
が
両
者
を
取
り
持
つ
媒
介
者

と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
よ
う

な
懸
念
を
払
拭
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
最
後
に
東
ア
ジ
ア
経
済
統
合
の
見
通
し
に
つ
い
て
私

見
を
述
べ
た
い
。
統
合
を
実
現
す
る
た
め
に
は
三
つ
の

シ
ナ
リ
オ
が
考
え
ら
れ
る
。
第
一
に
は
、
東
ア
ジ
ア
経

済
統
合
を
ア
セ
ア
ン
＋
３
の
枠
組
み
を
通
じ
て
実
現
し

て
い
く
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
で
あ
る
。
今
年
一
二
月
の
東

ア
ジ
ア
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
、
首
脳
レ
ベ
ル
で
東
ア
ジ

ア
経
済
統
合
を
実
現
す
る
可
能
性
を
模
索
し
て
い
く
こ

と
で
あ
り
、
こ
れ
が
最
も
理
想
的
な
シ
ナ
リ
オ
と
い
え

る
。

　
第
二
に
は
、
二
国
間
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
積
み
上
げ
る
こ
と
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に
よ
り
、
東
ア
ジ
ア
経
済
統
合
を
実
現
し
て
い
く
と
い

う
シ
ナ
リ
オ
で
あ
る
。

　
第
三
の
可
能
性
と
し
て
は
、
既
に
ア
セ
ア
ン
に
は
Ａ

Ｆ
Ｔ
Ａ
が
存
在
し
て
い
る
の
で
、
中
日
韓
の
間
に
Ｆ
Ｔ

Ａ
を
創
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、
南
北
両
経
済
圏
を
一
体

化
し
て
東
ア
ジ
ア
の
経
済
統
合
を
達
成
す
る
シ
ナ
リ
オ

で
あ
る
。
こ
の
中
で
は
、
二
国
間
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
積
み
上
げ

方
式
が
、
最
も
現
実
的
な
シ
ナ
リ
オ
で
は
な
い
か
と
思

う
。
し
か
し
二
国
間
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
増
え
過
ぎ
て
原
産
地

規
則
な
ど
が
入
り
乱
れ
る
可
能
性
（
ス
パ
ゲ
テ
ィ
ー
ボ

ー
ル
現
象
）
も
あ
り
、
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
東
ア

ジ
ア
の
諸
国
は
い
ま
一
度
地
域
全
体
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
、
す
な

わ
ち
東
ア
ジ
ア
経
済
統
合
へ
の
取
り
組
み
を
強
化
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。

● 

質
疑
応
答

【
質
問
】
韓
国
―
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
加
え
、
韓

国
―
ア
セ
ア
ン
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
が
進
み
つ
つ
あ
る
が
、

二
国
間
と
多
国
間
交
渉
を
ど
う
や
っ
て
一
貫
性
の
あ
る

Ｆ
Ｔ
Ａ
に
収
斂
さ
せ
る
の
か
。

【
李
昌
在
氏
】
韓
国
政
府
と
し
て
は
、
中
国
的
ア
プ
ロ

ー
チ
（
多
国
間
交
渉
）
を
選
択
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も

日
本
的
ア
プ
ロ
ー
チ
（
二
国
間
交
渉
）
を
選
択
す
る
の

か
、
決
め
か
ね
て
い
る
の
が
実
情
で
は
な
い
か
と
思
う
。

わ
れ
わ
れ
韓
国
が
ア
セ
ア
ン
の
国
々
と
個
別
に
Ｆ
Ｔ
Ａ

を
創
設
し
た
場
合
、
も
ち
ろ
ん
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
が
、

複
数
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
網
の
目
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
、
す
で

に
述
べ
た
「
ス
パ
ゲ
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
現
象
」
を
招
く
結

果
と
な
る
。
韓
国
政
府
は
現
時
点
に
お
い
て
は
、
と
に

か
く
ア
セ
ア
ン
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
集
中
的
に
進
め
、
そ
の
後

で
他
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
方
向
で
は
な
い
か
。

【
質
問
】
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
経
済
統
合
は
、
「
貿

易
」
の
統
合
化
と
「
金
融
」
の
統
合
化
に
大
別
さ
れ
る

が
、
一
体
ど
ち
ら
を
優
先
さ
せ
る
べ
き
か
。
ま
た
近
年
、

ア
ジ
ア
共
通
通
貨
構
想
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
る
か
。

【
河
合
正
弘
氏
】
「
貿
易
」
と
「
金
融
」
は
、
経
済
統

合
に
と
っ
て
ま
さ
し
く
車
の
両
輪
で
あ
り
、
ど
ち
ら
が

優
先
さ
れ
る
と
い
う
性
格
の
も
の
で
は
な
い
。
東
ア
ジ

ア
の
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
相
互
依
存
度
は
非
常
に
高
い
の
で
、

貿
易
・
金
融
双
方
に
関
わ
る
制
度
的
枠
組
み
の
構
築
は
、

大
き
な
意
義
が
あ
る
。

　
ア
ジ
ア
の
共
通
通
貨
単
位
の
問
題
で
あ
る
が
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
「
エ
キ
ュ
（
Ｅ
Ｃ
Ｕ
）
」
と
い
う
通
貨
単

位
が
あ
っ
た
。
東
ア
ジ
ア
で
も
、
そ
れ
に
倣
っ
て
共
通

の
通
貨
「
ア
キ
ュ
（
Ａ
Ｃ
Ｕ
）
」
を
作
り
、
平
均
的
な

為
替
レ
ー
ト
を
整
備
す
れ
ば
、
そ
れ
を
基
準
と
し
て
域

内
各
国
の
為
替
レ
ー
ト
の
変
動
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
。

【
質
問
】
最
近
、
急
浮
上
し
て
い
る
東
ア
ジ
ア
共
同
体

構
想
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
。
こ
の
構
想
は
経
済
共

同
体
に
と
ど
ま
ら
ず
、
政
治
や
安
全
保
障
面
の
協
力
も

含
め
た
包
括
的
な
枠
組
み
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

政
治
統
合
を
含
む
共
同
体
ま
で
進
む
と
い
う
の
は
、
現

時
点
で
は
ま
だ
リ
ス
ク
が
高
い
と
思
う
。
こ
の
点
に
つ

い
て
、
特
に
中
国
と
タ
イ
の
研
究
者
に
見
解
を
う
か
が
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い
た
い
。

【
趙
晋
平
氏
】
東
ア
ジ
ア
共
同
体
と
い
う
の
は
、
現
段

階
で
は
ま
だ
あ
い
ま
い
で
、
定
義
も
明
確
に
な
っ
て
い

な
い
。
私
見
と
し
て
は
、
ま
ず
Ｗ
Ｔ
Ｏ
ル
ー
ル
に
基
づ

い
て
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
創
設
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
包
括
的
・
実

質
的
な
自
由
化
を
進
め
て
い
け
ば
、
経
済
効
果
の
み
な

ら
ず
政
治
関
係
や
安
全
保
障
面
に
も
多
少
の
プ
ラ
ス
影

響
が
期
待
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
ず
は
現
実
的
な

分
野
か
ら
着
手
し
て
、
徐
々
に
困
難
な
課
題
に
取
り
組

む
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

【
ス
テ
ィ
パ
ン
・
チ
ラ
テ
ィ
ワ
ッ
ト
氏
】
経
済
統
合
に

つ
い
て
は
展
望
を
共
有
し
や
す
い
が
、
政
治
・
安
全
保

障
の
問
題
と
な
る
と
話
は
別
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
東

南
ア
ジ
ア
よ
り
は
北
東
ア
ジ
ア
の
方
が
状
況
は
厳
し
い
。

わ
れ
わ
れ
の
間
で
は
「
許
す
け
れ
ど
も
起
こ
っ
た
こ
と

は
忘
れ
な
い
」
と
冗
談
め
か
し
て
い
う
こ
と
が
あ
る
。

し
か
し
北
東
ア
ジ
ア
は
、
「
忘
れ
な
い
が
、
許
し
も
し

な
い
」
と
い
う
状
況
で
あ
り
、
憂
慮
し
て
い
る
。
過
去

の
歴
史
よ
り
む
し
ろ
、
将
来
の
共
同
体
づ
く
り
に
関
わ

る
議
論
の
方
が
よ
り
大
事
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
と

り
わ
け
日
中
韓
が
、
ア
セ
ア
ン
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
中

で
対
話
を
深
め
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し

政
治
・
安
全
保
障
面
で
の
協
力
を
含
む
「
東
ア
ジ
ア
共

同
体
」
構
想
は
、
非
常
に
中
長
期
的
な
タ
イ
ム
ス
パ
ン

で
議
論
さ
れ
る
べ
き
テ
ー
マ
で
あ
る
。

●
浦
田
秀
次
郎
氏
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
総
括

　
本
日
の
議
論
の
中
で
も
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
う
が
、

東
ア
ジ
ア
経
済
共
同
体
の
定
義
づ
け
に
つ
い
て
は
、
こ

こ
に
い
る
パ
ネ
リ
ス
ト
の
間
で
も
意
見
の
一
致
を
見
て

い
な
い
。
そ
う
い
う
状
況
の
中
で
、
議
論
を
続
け
る
の

か
、
そ
れ
と
も
現
実
的
に
Ｆ
Ｔ
Ａ
や
金
融
協
力
な
ど
を

前
進
さ
せ
て
い
く
の
か
。
こ
れ
を
二
者
択
一
的
に
と
ら

え
る
見
方
は
結
構
多
い
が
、
私
は
む
し
ろ
並
行
し
て
進

め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
例
え
ば
経
済
共
同

体
の
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
考
え
る
際
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
イ
ン
ド
は
も
ち
ろ

ん
候
補
で
あ
る
が
、
大
き
な
経
済
規
模
を
も
つ
台
湾
を

ど
う
す
る
か
と
い
う
問
題
は
、
引
き
続
き
議
論
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
議
論
だ
け
で
は
な
く
、
可
能

な
と
こ
ろ
か
ら
着
手
す
る
と
い
う
実
践
的
ア
プ
ロ
ー
チ

も
重
要
だ
。

　
そ
れ
か
ら
も
う
一
点
提
案
し
た
い
の
は
、
議
論
す
る

た
め
の
枠
組
み
の
あ
り
方
で
あ
る
。
参
考
に
な
る
の
は
、

日
本
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
に
際
し
て
設
け
ら

れ
た
、
ス
タ
デ
ィ
ー
グ
ル
ー
プ
の
形
態
で
あ
る
。
そ
れ

は
産
官
学
の
枠
組
み
で
検
討
分
析
し
、
そ
の
結
果
を
両

首
脳
に
提
案
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
非
常
に
有
意

義
で
あ
っ
た
。
今
後
、
産
官
学
が
一
堂
に
会
し
て
、
率

直
に
意
見
を
交
換
す
る
場
を
設
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
の
先
に
、
東
ア
ジ
ア
経
済
統
合
、
さ
ら
に
は
東
ア
ジ

ア
共
同
体
の
青
写
真
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　
　
（
文
責
　
国
際
広
報
部
専
門
研
究
員
　
川
合
一
郎
）
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◆
二
〇
〇
三
年
発
行

Ｎ
o．
35

　
「
日
本
は
ど
こ
へ
向
か
い
つ
つ
あ
る
か
―
英
国
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
視
点
」

　（
英
国
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト・シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
よ
り
）

Ｎ
o．
36

　
「
日
本
人
の
心
模
様
」

　（
英
国
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
招
聘
プ
ロ
グ
ラ
ム
よ
り
）

　
文
化
庁
長
官
　
河
合
隼
雄

Ｎ
o．
37

　
「
中
国
の
経
済
外
交
の
積
極
化
と
日
本
の
対
ア
ジ
ア
政
策
」

　
日
本
経
済
新
聞
社
専
務
取
締
役
　
小
島
　
明

Ｎ
o．
38

　
「
日
本
の
実
力
―
日
本
は
経
済
戦
略
を
持
ち
う
る
か
」

　（
米
国
研
究
者
招
聘
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
よ
り
）

Ｎ
o．
39

　
「
日
米
関
係
の
現
在
を
問
う
〜
経
済
、外
交
、安
全
保
障
の
視
点
か
ら
」

　（
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
よ
り
）

Ｎ
o．
40

　
「
企
業
が
再
び
信
頼
を
取
り
戻
す
た
め
に
」

　
雪
印
乳
業
株
式
会
社
社
外
取
締
役
　
日
和
佐
信
子

Ｎ
o．
41

　
「
イ
ラ
ク
戦
争
後
の
世
界
と
日
本
」

　
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
所
長
　
田
中
明
彦

Ｎ
o．
42

　
「
エ
ビ
ア
ン
・
サ
ミ
ッ
ト
後
の
日
本
経
済
―
グ
ロ
ー
バ
ル
・
デ
フ
レ

　
懸
念
の
な
か
で
」

　
日
本
経
済
新
聞
社
専
務
取
締
役
　
小
島
　
明

Ｎ
o．
43

　
「
常
識
の
壁
」

　
毎
日
新
聞
社
論
説
委
員
長
　
菊
池
哲
朗

◆
二
〇
〇
四
年
発
行

Ｎ
o．
44

　
「
東
ア
ジ
ア
　
こ
れ
か
ら
の
発
展
〜
ア
セ
ア
ン
と
日
本
の
対
話
」

　（
東
南
ア
ジ
ア
研
究
所（
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｓ
）共
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
よ
り
）

Ｎ
o．
45

　
「
エ
ン
ロ
ン
破
綻
後
の
米
国
の
企
業
統
治
は
ど
う
変
わ
っ
た
か
」

　
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｏ
研
究
所
所
長
　
ウ
ィ
リ
ア
ム・ニ
ス
カ
ネ
ン

Ｎ
o．
46

　
「
日
本
の
一
〇
年
―
不
運
か
失
政
か
」

　Sm
ithers &

 C
o.

会
長
　
ア
ン
ド
リ
ュ
ー・ス
ミ
ザ
ー
ズ

Ｎ
o．
47

　
「
日
本
経
済
一
〇
余
年
ぶ
り
の
夜
明
け
」

　
日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
会
長
兼
日
本
経
済
新
聞
論
説
特
別
顧
問

　
小
島
　
明

Ｎ
o．
48

　
「
サ
ミ
ッ
ト
再
考
」

　
毎
日
新
聞
社
論
説
委
員
長
　
菊
池
哲
朗

Ｎ
o．
49

　
「
東
ア
ジ
ア
地
域
の
地
政
学
的
リ
ス
ク
と
そ
の
経
済
に
与
え
る
影
響
」

　
ジ
ョ
ン
ズ・ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
　
高
等
国
際
問
題
研
究
所

　
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
所
長
　
ケ
ン
ト・Ｅ・カ
ル
ダ
ー

Ｎ
o．
50

　
「
イ
ラ
ク
問
題
と
日
本
の
役
割
係
と
国
際
協
力
」

　
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
教
授
　
山
内
昌
之

◆
二
〇
〇
五
年
発
行

Ｎ
o．
51

　
「
日
本
経
済
回
復
の
実
態
と
今
後
の
展
望
」

　（
英
国
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト・シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
よ
り
）

Ｎ
o．
52

　
「
多
文
化
共
生
社
会
を
目
指
し
て
―
外
国
人
受
け
入
れ
問
題
を
考
え
る
」

　
社
団
法
人
日
本
経
済
団
体
連
合
会

　
財
団
法
人
経
済
広
報
セ
ン
タ
ー
　
　
会
長
　
奥
田
　
碩

Ｎ
o．
53

　
「
中
国
の
台
頭
―
新
し
い
日
・
米
・
中
関
係
を
考
え
る
」

　（
米
国
研
究
者
招
聘
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
よ
り
）

Ｎ
o．
54

　
「
中
国
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
眼
に
映
っ
た
日
本
」

　（
中
国
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト・シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
よ
り
）

Ｎ
o．
55

　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
に
お
い
て
競
争
優
位
を
確
保
し
う
る
企
業
経
営
と
は
」

　（
米
国
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
教
育
者
招
聘
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
よ
り
）

Ｎ
o．
56

　
「
東
ア
ジ
ア
経
済
統
合
の
現
状
と
展
望
―
日
・
中
・
韓
・
ア
セ
ア
ン
の
視
点
」

　（
東
南
ア
ジ
ア
研
究
所
所
長
　
Ｋ・ケ
サ
バ
パ
ニ
ー
ほ
か
）

経
済
広
報
セ
ン
タ
ー

ポ
ケ
ッ
ト
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
・
シ
リ
ー
ズ

※
当
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
全
文
を

　
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。(http : //w

w
w.kkc.or.jp)
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（
財
）
経
済
広
報
セ
ン
タ
ー

ポ
ケ
ッ
ト
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
・
シ
リ
ー
ズ
の
発
刊
に
際
し
て

経
済
広
報
セ
ン
タ
ー
は
、
土
光
敏
夫
氏
（
第
四
代
経
済
団
体
連
合
会
会
長
）
の
イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ
ブ
に
よ
っ
て
一
九
七
八
年
に
設
立
さ
れ

た
財
団
法
人
で
す
。
当
時
国
内
で
は
、
企
業
の
存
在
意
義
、
あ
り
方
が
厳
し
く
問
わ
れ
、
ま
た
海
外
で
は
、
台
頭
し
て
き

た
ア
ジ
ア
の
経
済
パ
ワ
ー
、
す
な
わ
ち
日
本
の
動
向
に
注
目
が
集
ま
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
日
本
企
業
の
考
え

方
、
行
動
、
社
会
に
お
け
る
存
在
意
義
な
ど
を
広
く
内
外
に
お
伝
え
し
、
相
互
理
解
の
チ
ャ
ネ
ル
と
な
る
と
い
う
志

の
下
に
、
政
府
か
ら
独
立
し
た
民
間
非
営
利
組
織
と
し
て
当
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
当
セ
ン
タ
ー
は
、
経
済
界
の
政
策
提
言
や
意
見
を
社
会
に
お
伝
え
す
る
こ
と
に
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
活
動
を
支
え
る
基
礎
と
し
て
、
国
内
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
、
消
費
者
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
教
育
者
、
有
識
者

と
の
対
話
の
機
会
を
数
多
く
設
け
、
ま
た
、
海
外
か
ら
は
、
多
く
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
研
究
者
、
経
済
人
、
教
育

者
を
日
本
に
招
き
、
あ
る
い
は
海
外
諸
都
市
に
お
い
て
日
本
の
経
済
人
、
研
究
者
に
よ
る
講
演
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
す
る
な
ど
し
て
、
日
本
に
関
す
る
理
解
の
深
化
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

幸
い
、
こ
れ
ら
対
話
・
講
演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
知
識
、
情
報
、
知
見
と
い
う
観
点
か
ら
し
て
深
い
内
容
と
な
っ
て
お

り
、
会
員
各
位
か
ら
、
当
セ
ン
タ
ー
関
係
者
の
み
が
知
る
に
と
ど
め
ず
、
広
く
公
共
の
財
産
と
し
て
共
有
す
る
に
値
す
る
も
の
で
あ
る

と
の
ご
指
摘
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
こ
れ
か
ら
は
、
内
外
に
お
け
る
対
話
や
講
演
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記
録
を
ま
と
め
、「
経
済
広
報
セ
ン
タ
ー
・
ポ
ケ
ッ
ト
・

エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
・
シ
リ
ー
ズ
」
と
し
て
、
逐
次
刊
行
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。  

会
員
の
皆
様
の
み
な
ら
ず
、
各
界
の
方
々
に
広

く
ご
愛
読
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
ポ
ケ
ッ
ト
・
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
・
シ
リ
ー
ズ
を
よ
り
良
い
も
の
と
し
て
い
く
た
め
に
、
各
位
の
ご
教
示
を
賜
わ
れ
ば
、
幸

甚
に
存
じ
ま
す
。
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財
団
法
人  

経
済
広
報
セ
ン
タ
ー

経
済
広
報
セ
ン
タ
ー
は
、
財
団
法
人
と
し
て
三
八
業
界
団
体
、
一
五

五
企
業
の
賛
助
を
得
て
、
経
済
界
の
広
報
活
動
を
展
開
し
て
二
〇
余
年

に
な
り
ま
す
。

会
長
は
奥
田
碩
氏
（
日
本
経
団
連
会
長
）、
副
会
長
は
、
立
石
信
雄
氏

（
オ
ム
ロ
ン
相
談
役
）、
櫻
井
孝
頴
氏
（
第
一
生
命
保
険
相
談
役
）、
張
富

士
夫
氏
（
ト
ヨ
タ
自
動
車
社
長
）、
米
倉
弘
昌
氏
（
住
友
化
学
社
長
）、

勝
俣
恒
久
氏
（
東
京
電
力
社
長
）
が
つ
と
め
て
お
り
ま
す
。

活
動
は
次
の
四
つ
の
柱
で
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
第
一
に
、
経
済
界

の
情
報
や
提
言
を
広
く
国
の
内
外
へ
発
信
し
、
政
策
形
成
プ
ロ
セ
ス
に

お
け
る
議
論
を
活
性
化
す
る
た
め
の
広
報
活
動
、
第
二
に
社
会
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
多
角
的
に
受
信
し
、
経
済
界
の
活
動
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す

る
広
聴
活
動
、
第
三
に
、
豊
か
な
知
識
社
会
を
創
造
す
る
た
め
の
教
育

界
と
の
対
話
、
第
四
に
、
会
員
企
業
・
団
体
の
広
報
活
動
の
支
援
な
ど
、

各
種
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
皆
様
方
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
各
界
の
方
々
に
ご

参
加
い
た
だ
く
活
動
を
幅
広
く
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

「東アジア経済統合の現状と展望―日・中・韓・アセアンの視点」 「東アジア経済統合の現状と展望―日・中・韓・アセアンの視点」
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